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第1章滞留するフリーターの働きかた

遠藤康裕・大岸正樹・西村貴之・渡辺大輔

1．はじめに

　2003年におこなった2回目調査時にフリーターをし

ていた者たちは、「やりたいこと」を語りながらも、家

庭の経済的理由から進学を断念し、その資金稼ぎを目的

としてアルバイトをしていたり、一家の「稼ぎ手」とし

て低収入ながらも家計を支えていた。また進学や就職の

あと、そこから離脱した場合、フリーターが彼ら彼女ら

の受け皿となっていた1。

　それから2年、彼ら彼女らの移行はより複雑なものと

なっている。前回調査時にフリーターだった12名のう

ち、今回インタビューに応じてくれたのは8名（宮本哲

史、相良健、竹内奈央、庄山真紀、吉川綾、西澤奈穂子、

浜野美帆、田辺薫）で、このうち正規雇用で就職したの

は相良の1名だけであった（詳しくは第2章）。また、

新たにフリーターとなった者は、高卒後すぐに正規雇用

就職したものの約10ヶ月後に離職に至った下川彩乃、

専門学校を卒業した岡本祥子、短大を卒業した若林理恵

の3名である。本章では相良を除く以上の10名に、相

良と交際をしている岸田さやかを加えた11名をあつかう。

　新たにフリーターとなった下川は、高卒後すぐに正社

員で就職したが、数度の店舗異動、店の経営の先行きの

なさ、超過勤務（14時間労働）、人間関係のストレスを

理由に離職した。

　その他の2名はいずれも進学先を卒業したのち、正規

雇用に就いていない。岡本は芸能系専門学校（俳優専攻）

を卒業し、プロダクションに入りながらも、アルバイト

をして生活費を稼いでいる。若林は入学前に描いていた

短大像と現実の学校生活のギャップに悩みながらも卒業

するが、家庭の経済的状況と母親との確執により四年制

大学への編入や他大学への入学もできず、フリーターと

なる。

　今回、新たにフリーターとなった3名をみても、これ

まで私たちがみてきたフリーターとなっていた若者と同

様、「ニート」や「フリーター」が語られる際に出され

がちな「働く意欲がない」「やる気のない」「甘えてる」

若者像とは重ならない。また、フリーターが正規雇用就

職から挫折した者の受け皿ともなっていることがわかる。

　本章2節以下で詳述するとおり、今回私たちの捉えて
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いる若者たちは非正規雇用をずっと継続しているわけで

はない。彼ら彼女らが語るフリーターとしての経験の内

実は、就業、失業、無業をくり返すものであった。彼ら

彼女らはインタビューの際、その時期のポジションから

みずからのことを「ニート」「フリーター」と表現して

いたり、それまでの経験と現在のポジションが密接に関

連するものとして「プチニート」「半分ニート」という

言葉で表現していたりなど、フリーターそれぞれの実態

もさまざまであった。よって本章では、「フリーター」

をある一時点で非正規雇用として働いているか／いない

かという定点的な捉えかたではなく、就業、失業、無業

をくり返す動態的なものとして捉え、インタビュー時に

無業だった者も「フリーター」としてあつかっている。

　では、彼ら彼女らの「フリーター」という生きかたの

実際はどのようなものなのだろうか。本章は四つの視点

で分析、検討をおこなう。第一に、彼ら彼女らがフリー

ター生活をどのように渡ってきているのか、そのプロセ

スを追う。第二に、彼ら彼女らが語る離職理由とその背

景にあるものについて、第三に、彼ら彼女らのフリーター

生活と家族との関連、最後に、彼ら彼女らの働きかたを

支えるネットワークについて。以上の視点から、急速に

変容している現在の労働市場2のなかでの若者の移行過

程において、「フリーター」という働きかたが「新たな

働きかた」として位置つく可能性をもちうるのかどうか

検討したい3。

2．滞留するフリーター

1）フリーター11名の仕事の渡りかた

　この11名のなかには、一度正規雇用で就職をしてい

たり、進学したりした経緯をもつ者もおり、ブリ・・一一・ター

である期間にばらつきがあるが、まずは彼ら彼女らの仕

事の渡りかたをみてみたい（図1）。高校卒業後、また

は正社員から離脱してフリーターとなった者をみると、

この3年間で多くの者が数種類の仕事を経験しているこ

とがわかる。多い者では二桁にせまる勢いであり、自

分でも正確に語れないほど仕事を転々としていた時期が

あった者もいる（西澤、浜野、宮本）。また、仕事と仕

事の合間に数ヶ月の失業・無業期間がありそれをくり返

している者も少なくない。

　一方、年単位で同じ職場で働いている者は、庄山（弁

当屋、3年）、田辺（コンビニ、2年半）、岸田（ホーム

センター、1年半）、そして高校から専門学校在学中も

継続して働いていた岡本（コンビニ、3年以上）の4名

だけである。ただし彼女らは一つの職場である程度長期
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的に働きながらも、岸田以外の者はそれと掛け持ちして

別の仕事を複数経験してもいる。

　このように仕事の渡りかたはこの3年間で大変複雑な

ものとなっているが、いずれにしても彼ら彼女らは失業・

無業期間を挟みながらもフリーターを続けているのが現

状である（前述のとおり、フリーターから正規雇用で就

職した者は相良のみである）。

　以下では、彼ら彼女らが個々にどのように複雑な仕事

の渡りかたをしているのか、具体的に追っていく。

①短期間で職を転々とする「半分ニート」の浜野美帆（B

高校出身）

　浜野は卒業後に正社員で就職した美容室を退職（職場

の人間関係のストレスや仕事内容により体調を崩す）し

たのち4、パチンコ店や倉庫整理、カラオケ店などのア

ルバイト・派遣の職を転々とした。いずれも店頭の貼り

紙や雑誌などで探しており、カラオケ店は職場環境に「な

んか馴染めない」ことから3週間で辞めた。派遣の仕事

は「気分転換みたいな感じ」でやっていたが、倉庫整理

は昼間に、カラオケ店は夜に勤務するなどアルバイトを

掛け持ちして「こんときはがんばっていた」。

　浜野は母子家庭で、母親が身体的理由によって仕事を

できないため、収入の全額を家計に回していた。そのよ

うな状況のなか、彼女は仕事を転々としていたため、母

親には「給料が途切れると困る」といわれていた。

　2005年10月ごろから始めたテレフォンアポイン

ター（以下、「テレアポ」）のアルバイトは、インタビュー

時まで約5ヶ月間続いており、彼女にとっては長い職歴

である。しかし入社2ヶ月後ぐらいから、下記のような

勤務形態の変更や同じアルバイト以外の人との関係にお

けるストレスを理由に、ずっと「辞めたい」といっていた。

テレアポがこんなに続いたのは（他のアルバイトとの♪入筍

衡孫がよかったんですよ。・楽しかったし。出勤がとτも厳し

ぐなっT、入ったときの条俘というの斌出勤が選べで、週

3からOKというの力耀べたんですよ。（中諮♪予定を変える

ときには一週概1前くらいにいっτぐれたら変えるからっでい

われて。でも今は一週潤前～ごいっτもダメっτいわれるんで

すよ。

fあとかぐノ（電話営業での受注のあとに礁認をとる入♪っτ

いうのは、申し込みをしτくれたお客ざんよクも立場が士な

んですね。うちらは下手に出τるんですけど、あとかくがい

ばっでるのも達うと想っτ嫌だし、早く起きないといけない

し、　もう．i無理だ’っτ．蟹ってlo　　　　　　　　　　　　　　’
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　また研修時は時給1500円だったが、その後は実績で

計算され1050円となったことも不満のひとつとなっ

た。同時に正規社員なみに休みなく働くことにも疑問を

もち、みずからのことを「いってみればただのバイト」「う

ちらはそこまでできない」として、正規と非正規での働

きかたに線引きをしている。

　ちょうどこのインタビュー時には、西澤さんの母親か

ら隣県のお菓子屋のアルバイトを紹介され、「お店で作っ

て、売って、体を動かせる」ことに魅力を感じ「やりた

い」と引き受けていた。時給は850円とテレアポより

下がるが、次のようにいう。

テレアポの時潤と販売の時周だったら、ノ司じ時潤働いτいτ

もずっと動いτるから達うと想うんですよ。基本的に動きた

いし。

　ここでは、友人の親からの紹介という強いつながりが

あっただけではなく、仕事のしかたについてもこれまで

の仕事と比較して好奇心を覚え、期待を抱いていること

がわかる。

　このように、正社員での仕事を辞めてから失業・無業

期間をくり返し挟みつつ、いくつかのアルバイトを掛け

持ちし転々としているみずからのことを、彼女は「半分

ニート」「プチニート」と呼ぶ。

②仕事がなかなか決まらない下川彩乃（B高校出身）

　下川は、高校卒業後すぐに正規雇用で就職した惣菜等

調理販売会社に約10ヶ月間勤務した。しかし、数度の

店舗異動、店の経営の先行きのなさ、超過勤務、人間関

係のストレスから、退職希望日の1ケ月前に辞職願を出

したが、その10日後に辞めさせられた5。

　離職後、会社のアドバイスのもと、失業手当を受給す

るためにハローワークに行き、仕事探しもするが、年齢

制限のあるものや資格が必要なものが多く、「ハローワー

クはあてになりません」とここでの職探しをあきらめた。

そのあいだに、以前から取りたいといっていた車の免許

を取得する。費用はすべて自分で負担した。

　その後2004年6月からの3ヶ月間はタウンワークや

新聞の折り込みから宅配便やビル清掃、病院清掃などい

くつかのアルバイトをみつけて面接を受けるが、すべて

落ちてしまった。

　失業手当の受給も切れる10月ごろ、竹内の誘いで俳

優・声優養成所に入学するが、交通費や学費がまかなえ

ず、2005年の9月ごろに行かなくなった。

　そのあいだに、派遣会社での短期バイトを得ることが
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できた。書類の袋詰め作業が主な仕事で、「長期でもい

いよ」と登録されたが、3ヶ月働いたところで「急に打

ち切られ」た。その後1ヶ月間仕事のない状態を経たあ

と、3日間の書籍整理の短期バイトをした。しかしその

後は2ヶ月のあいだに靴下専門店と本屋のアルバイトに

落ち、自信を失ってしまった。

へごみますよ。なんでいけないんだろうっτ。言棄つかいが

悪1かったのかなとか、それとも格好が悪かったのかなとか。

それか顔？　あクますよ。（面接宮が）男の入だと得…にあクま

すよ。面接いくとかならず顔みますよ。顔みτ、足みτ、全

部みるんですよ。面接の時点ですぐわかるんですよ。πお電話

しますねノっでいうと慧アウト。その場で、Lお願いします

ね」っでいわれないと。

靴下（の会社♪も落とされた。あれはショックだったんだよ。

落とされたあとにすぐに募葉が出でたんだよ。なんのために

落としたんだよっτ。

　彼女のアルバイト探しの条件は、仕事を初めから教え

てくれること、時給800円ぐらい、家から遠からず近

からず（車通勤も可、通勤時間が長いほうが「スイッチ」

が切り替えやすい）と、それほど高望みはしていなかっ

たにもかかわらず、何度も不採用となった。ただし、そ

のあいだには、自宅から離れたところにある弁当屋に受

かったが、母親が家から職場が遠いことに反対し、辞退

することになったということもあった。

　母親は高校のときから「監視」が強く、日曜日も友人

と出かけられないほどだった。親（特に父親）は「いろ

んな仕事を変えることはいいことだ」といい、彼女が家

にいても何もいわない。その裏には、翌年の父親の定年

退職にあわせて、北関東にある故郷に家族で引っ越す計

画があり、そこで「結婚して子どもを産めばいい」「農

家の嫁にしたい」という女性にたいするジェンダー意識

があるものと考えられる。しかし下川自身は、文句をい

いながらも専業主婦に縛られている母親をみて、結婚・

専業主婦の道への憧れはもっていない。

　現在、家事手伝いをして「親のすねをかじって」いる

「ニート」とみずからを称するが、「これから仕事をして

すぐ家を出ます」「家にいるからダメなんだ。ヤバイ、私。

仕事してないからかな、人と接してないからかな、私お

かしい」と、家を出ること、そのために仕事を探すこと

に逼迫感を抱いている。
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③狭いネットワークのなかに滞留する西澤菜穂子（B高

校出身）

　西澤は高卒後、父親が勤める大手事務用品会社の下請

け会社に縁故で正規雇用就職するが、人間関係からくる

ストレスから体を壊し退職。庄山や浜野らライブ仲間と

の交流により精神的にも回復してから、交通量調査や登

録制バイトなどを転々とした6。これらのアルバイトの

数や期間は本人もうろ覚えでしかなかった。

　その後、道ばたで声をかけられたホストに紹介され、

上野のクラブで庄山とともに働く。時給4～5千円で、

普通のアルバイトの1日分を1時間で稼げるため「味を

しめてしまった」。しかし客のセクハラなどに苦痛を感

じ、2ケ月で辞める。次に浜野が働きはじめたパチンコ

屋にいくが、自由シフトのはずが固定にされ、ライブに

行けなくなり、また店員どうしの仲が悪かったうえ、浜

野も辞めてしまったため、3ヶ月働いたところで離職し

た。パチンコ屋の時給は900～1000円と高く、月に

15～16万円を稼いでいたが、クラブでの稼ぎの魅力

をくつがえすものにはならなかった。彼女は「だからキャ

バクラ（クラブ）やる前にやってればよかったものを」

と後悔している。

　退職後しばらく「自由人」となり、ライブで知り合っ

たキャバクラなどに精通した友人（女性）に貢いでもら

うかたちでしばらくっるんでいた。親にも「いいかげん

にしろ、働け」といわれ、庄山の「いいかげん働けよ、

うちのお店来なよ」という誘いで新宿のキャバクラで働

きはじめた。時給は最低3000円で「とりあえず時給も

らっときゃいい」と指名を得る努力は特にせず2ヶ月間

働くが店が潰れた。そこで知り合った庄山の友人（女性）

が段取りを組み、水商売の店に入った。そこではこれま

で以上に高額な収入を得ることができ、すべて遊び代や

彼氏への貢ぎ代に使うなど「金銭感覚がおかしくなって」

くるほどであった。しかしこの店が潰れたため、この友

人がみつけてきた東京都に隣接する地域で水商売をする

こととなった。ここでもかなり高額な賃金がもらえたが、

職場環境も劣悪で健康への不安もあり、うつ病にもなり

かけ「泣きつづける日々」だった。給料は高額な医療費

などにも使われていた。しかし、庄山が母親の事故でお

金が必要だと知り、彼女をこの店に誘ったりもした。こ

のあともこの友人と毎日卒業アルバムと保険証を年齢確

認のために持ち歩き、キャバクラなど水商売の店を数店

舗渡り歩いた。そこでの段取りもすべてその友人がとっ

てくれた。入店当初は店側から客をつけてもらえるが、

慣れてくるとそれがなくなり、客がつかないと収入も減

る。よって、短期間で渡り歩くことで自分たちの「商品
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価値」が下がるのを防ぐというアイディアもその友人か

らのものだった。

　現在は東京都隣県都市のキャバクラで働く。ここは「大

手だから安」く、最低時給3000円。場所も遠く、客と

のやりとりも嫌になり、「いつ辞めようかと思ってる」。

また、「普通の仕事がしたくて。これじゃいけない、も

う21歳だし。水商売ばかりだと気が狂いそうになって

きて、親も働いていないと思ってるから、ここでいいか

げんにして働いて」と水商売業界から足を洗うことも考

えている。高校生のときにしていたマクドナルドでのア

ルバイト経験から「接客だよな」と発想し、昼間に地元

の漫画喫茶でもアルバイトとして働きはじめた。

④家計をえるために仕事を掛け持つ庄山真紀（B高校出

身）

　庄山は高卒後からの弁当屋でのアルバイトを継続しな

がら、キャバクラなどのアルバイトも掛け持ちした。弁

当屋では月に最大20万円稼いでいたが、もともと「常

に時給のいいバイトをしたい」と思っていたところ、上

野のクラブを西澤とともに紹介された7。その後、西澤

とライブ友だちとともにキャバクラを渡り、水商売の店

へと至った。その店が潰れたあと、キャバクラなどに精

通している友人と西澤に、「ホントに稼げるからおまえ

来ないか」と別の店に誘われた。そこでは「リスクは大

きいけど確実に稼げた」。そこは職場環境も労働条件も

悪かったが、「貯金しなきゃいけない」ということもあ

り「すごい辛かったんですけど、でもそれだけもらえた

から」約半年弱のあいだ働きつづけた。この店が潰れそ

うになるのをきっかけに、西澤と話し合い、親にこの仕

事を知られる危険性があることや、「普通の仕事に戻る

ことが、身体も覚えていたし大丈夫だった」ことから、

辞めることにした。この仕事は「楽っちゃ楽」といいな

がらも、「これ1本にするのは嫌。やっぱり働いていたい」

「やっぱり普通に働いてるほうがキツイけど、仕事をし

てるっていう感じがある」など、弁当屋などでの「労働」

とは一線を画していた。

　庄山は母子家庭で、母親は水商売を続けている。庄山

が水商売をしていたころはかなり多額を家計に入れてい

たが、その店を辞めたあと、母親が交通事故に遭い、そ

の治療費、入院費などの負担で、これまで貯めた貯金が

なくなってしまった。そのため西澤に誘われ一時期水商

売に戻っていた。

　このころから、「本格的に働かなくちゃダメだな」と

思いはじめ、これまでずっと続けてきた弁当屋と掛け

持ちで時給1000円のカラオケ屋でもアルバイトを始め
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た。これまでの給料よりもかなり減るが「生きていける」

と捉えていた。しかし身なりに厳しい職場環境が合わず、

今すぐ辞めたいと思っている。これまで続けてきた弁当

屋は、人事異動で新しく来たマネージャーとそりが合わ

ず、そのストレスにより「死ぬんじゃないか」と思うほ

どに体調を崩すまでに至り（3節）、結局約3年間続け

たこのアルバイトも辞める結果となった。

⑤何もせず自己嫌悪におちいる吉川綾（B高校出身）

　吉川は専門学校を半年で退学後、スーパーの貼り紙で

求人を見つけた花屋で働きはじめた。約3ヶ月勤めたが、

勤め先が店舗から工場勤務になったことをきっかけに辞

めた8。’1ヶ月間無職でいたのち、介護の有限会社を経

営する父親（離婚して別居）に「なんか仕事ないんだけど」

と相談したところ、「じゃあうちにおいで」と「必然的に」

父親の会社でコピーや書留などの簡易な作業をおこなう

事務員として働くこととなった。父親とともに会社を興

した人がサポートをしてくれたが、3ヶ月間働いたとこ

ろで「だいぶ働いたから」と離職した。

　その後は「何か違う仕事しようかなと思ったけど、．で

も結局ずっとなんもやんなかった」。3ヶ月間「プー生

活」葎送ったころ「そろそろヤバイな」と思い、たまた

ま新聞で求人を見つけた洋服屋の服が好きだったことか、

ら、そこにアルバイトとして入った。そこでは同年代の

人とは仲が良かったが、マネージャーとの関係の悪化や

仕事がら足に負担がかかりすぎることから、1ヶ月半で

離職した。

　その後、なんでも話せる高校時代の同級生のエミ9に

よる「ひとりじゃイヤ」という誘いから、キャバクラで

一緒に働いた。「他にやりたいものもなくて、お金も底

をついたから体験入店。最初はやるつもりなかったけど

お金が1日でスゴイもらえて（5時間で1万円）、じゃ

あちょっとやろうかな」という初発の動機だった。ここ

はエミもいて、人間関係も問題なく「いい店ではあった」

が、客にインターネット上で嫌がらせを受けたことや、

彼氏（客だった）ができたことで、約4ヶ月で「ばっく

れた」。もともと「長くやるつもりはなかったから、少

しずつ。けっこう遊び感覚だったかもしれない」とここ

での働きかたについて述べている。

　その後1ヶ月間は「プー」で、「いいかげん仕事しな

きゃ」と情報誌を見るも行動に移せず、日にちだけが

経ってしまい「そういう自分が嫌だった」と働かない自

分に焦りを感じていた。そこで再度父親の会社に入った。

同時に再度エミの誘いで一度辞めたキャバクラにも戻っ

た。その際、前回一緒に働いていた後輩に店側とうまく



「教育科学研究」第22号　2007年3月

話をつけてもらった。しかし程なくこの店が未成年者の

雇用のため摘発され、営業停止になり、離職することと

なった。

　現在は父親の会社で約10ヶ月間働きつづけているが、

「ずっと働きつづけたくない。○○（地元にある若者向

け百貨店）で働けるならすぐにでも辞める」という。

⑥独立を期に定着を求める竹内奈央（B高校出身）

　竹内は、高校在学時から高卒1年後まで続けたホーム

センターでの仕事を、アルバイトには重い責任業務が嫌

になり辞めた。その後、3ヶ月の失業・無業期間を経て、

家に近くて、仕事が楽そうなドラッグストアのアルバイ

トを6ケ月間続けた。しかし、そのころ誕生した弟の育

児・家事を手伝うために離職した。8ケ月後、高校のと

きの友人の紹介で弁当屋のアルバイトにオープニングス

タッフとして入るが、メニューも覚えていないのに休憩

なしで一日中働かされたことや、新人の店長が起用され

たことなど、会社の方針・アルバイトへの対応に不満を

感じ、2ケ月で辞めた。その2ケ月後には郵便局のアル

バイトを始めるが、勤務体系が合わず6ケ月で辞めた。

このアルバイトを始めるころ、俳優・声優養成所に下川

とともに通いはじめる。ここには将来の夢でもある声優

コースも併設されており、週1回2時間の講座を受ける

こととなった。郵便局の仕事を辞めたあとは、5ヶ月間

の失業・無業の状態を経て、実家のある団地の掲示板で

求人を見つけた学童保育のアルバイトを始めた。この仕

事を選んだ動機を次のように話す。

自分が4、学生のときに遊びにいっでいたところで、なんとな

くどんな仕事か察しがついτいたので。

まれ、インタビュー時までの約5ケ月間、働きつづけて

いる。途中、彼女は念願だったひとり暮らしを始めるが、

その生活費をまかなうためにもう一つコンビニでの仕事

．を掛け持つこととなる。

家賃が4万なんですげども、学童のぼラのお給料が7万前後

なんですよ。ホントにただ暮らすだけならぜんぜんなんとか

なると思うんですよ。でもそ宛じゃあ、まったぐ余裕がない

ので、新しいバイトを始めτ、たぶん10万ぐらいだと想う

んですよ。それでまあなんとかやっτいけるぐらいだと思い

ます。

　そのコンビニは、彼女がインターネットで求人を見つ

けたのと同時に、偶然その求人を見つけた父親からも

勧めがあったり、学童保育で働いていた人がすでにここ

で働いていたりという縁もあった。現在は自立した生活

を成立させるためアルバイトを掛け持ちしながら、職を

転々とするのではなく定着して働くことを求めているよ

うに捉えられる。

⑦母親との葛藤のなかで暮らす若林理恵（B高校出身）1°

　若林はもともと四年制大学に編入希望だったが、「あ

の家（母親の厳しい縛りのある家）にいて進学しても疲

れるし、バイトしてとっとと（お金）貯めて、とっとと（家

を）出て、バイトしながら就活したほうがいい、利口だ

と思った」、「英語も嫌いになった」ため、短大卒業1ヶ

月後からせんべい屋でアルバイトを始めた。大学に行く

ときに求人のチラシを見ており、時給もよく、男女が指

定されていなかったため応募した。まずアルバイトを選

んだことについて次のようにいう。

単純に子どもが好きっτいうか。自分がもう子どもを産まな

いっで想っτるから、きっとこれから子どもと接するごとが

ないだろうから、今やクたいなと想ったんですよ。

　この学童保育の仕事は、将来就きたい職業という意味

での「やりたいこと」ではないが、これまでの仕事選び

にはみられなかったような「やりたい」という気持ちが

みえる。仕事も「楽しい」と感じており、児童の保護者

からの苦情に疑問、悔しさ（見下されている部分がある

こと）を抱いているものの「お母さんたちにしてみれば、

若いし、子どもも産んだことないし、って部分は多少あ

るかな」と理解を示してもいる。また、このとき同僚か

らは「気にしないで、溜めないで、どんどん言っていい

からね」と声をかけられるなど、働きやすい環境にも恵
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そのときに友だちが働い丁自分のやクたいことをやっでたか

ら。じゃあ私もバイトすれば自分のやクたいどとがや也ると

想っτたから。ぞう信じτたから迷いがなかったんです。就

職しτやクたくもない仕事をしでつまらない日々を週こすん

だったら、やりたいバイトをやっτ楽しんでお金貯めτ就職

探したぼうがいいと思ったんで。

　せんべい屋での仕事は、閑散期は週2回、盆や彼岸、

年末年始などの繁盛期はほぼ毎日シフトが入っており、

給料も2万5千円から3万7千円とそのつど変動した。

仕事内容としては1ヶ月したら焼きの作業もさせてもら

えると聞いており期待していたが、実際には袋詰めと販

売、醤油漬けや乾燥などの製造の一部のみしかやらせて

もらえなかった。
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やっぱし女の入は駄百なのかな。ぞういう伝統的なものって

いけないのかな、とか屈っτ。ようやぐガテン系のぼうに女

の入も進出しτきたから、いいのかなと、蟹ったら、まだまだ’

壁は高かったようです。

　せんべい屋での仕事は2005年12月いっぱいまで続

けていたが、1月に風邪をこじらせ入院した際に、連絡

が遅れて無断欠勤ということになり、「実質上クビ」と

なってしまった。このとき本人は母親が連絡を入れてく

れているだろうと思っていたが、実際には母親は連絡し

ておらず、そこに行き違いがあった。

　彼女はこのアルバイトと同時に自宅と祖母の家を行き

来し、認知症の進んできている祖母の介護もしている。

祖母の様子が心配であるため、「一日一回はちゃんと顔

をあわせて会話はするようにしている」。

　せんべい屋のアルバイトを辞めたあと、母親がもと

もと働いていたスナックに「『手伝ってくれ』といわれ

たから、頼まれて行」き、1ヶ月ほど働いた。時給は

1200円だったが、かなり年上の客とのやりとりや、酒

を飲まなければならないなどの仕事内容に適応できず、

先輩とのトラブルも起きた。また客のセクハラなどもあ

り、「顔がヒクヒク」するなど体調を崩し、最終的には、

仕事に慣れない、適応できないと店側に評価され辞めさ

せられた。

　現在は祖母の介護と病弱な母親の世話を継続しておこ

なっており、彼女は自身のことを「バリバリのニート」

と称しているが、彼女は母親とのあいだに大きな葛藤を

かかえていた（4節）。

⑧あらゆる職を転々とする宮本哲史（B高校出身）

　宮本は、高校卒業時からアルバイトとして入った居酒

屋を、先輩アルバイターからのいじめにより、3日間で

辞めた。次に働いたドラッグストアでも「（18歳だから

という理由で）ハブられ」1ヶ月で離職。その後もテレ

アポの派遣やフィットネスクラブやシャンプーの仕分け

などの仕事を短期間に転々としつつ、数ヶ月間何もして

いない時期もあった。

　高卒1年半後、彼は出入りしているクラブで知り合っ

た外国人に付いて、ロサンゼルスに約2ケ月間で数回行

き来していた。そのあいだ彼はその人に面倒をみてもら

うかたちでほとんど働いていなかった。しかし、「ロス

で二十歳になったのね。そうすると次からは働こうとい

う欲求が出てきて、そっからはずっと働いてる」、「帰っ

てきてからはちゃんと働かないといけないと思って」と

いうように、帰国後は転職をくり返しながらも働きつづ
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けている。荷物の仕分け業は、ロスでテレビの仕事に興

味をもち、芸能関係に進みたいと思ったために辞め、貸

衣装レンタル受付の仕事は「コンビニと同じだ」と感じ

てすぐに辞め、映画館のもぎりのアルバイトでは、上司

に理不尽な怒られかたをして、2、3週間で辞めた（3

節）。映像チェックの仕事では実際の業務が映像のモザ

イク処理などで自分の希望とは違う仕事だったため辞め

た。さらに劇団の大道具をやろうとしたが、「やりたい

スタイルと違いやらなかった」と面接の時点で興味をな

くし採用を辞退した。彼はいくつもの仕事を経験し、転

職を重ねるなかで、離職すること、およびその次の仕事

探しについて次のようにいう。

辞めるときぱ、膚分にとっで合っτるかどうかちゃんと考え

τ、プラスの部分とマイナスの部分を仕事中に考えながらも

やっでいτ、それで自分のスタイルに合っτるかどうかを考

えτる。自分としでぱ学んでる。理由がある。いろんな自信

がある。無駄になっでない。これから先も仕事ができるよう

な自信がついた。

どれだ、っτ仕事は痔にないかな。ぽとんどアルバイト情報

諾をバァーっとみて、ご也も知っτるご也も知っτる全部知っ

τる、みたいな。他にないの？っτ。

　彼は、職場で孤立させられるような環境に追いやられ

たり、上司とのトラブルがあったりしても、それだけを

離職の理由とはせずに、自分自身にとってのその仕事の

プラス面、マイナス面を考察し、その過程で働くことに

たいする「自分のスタイル」を確立させようとしている。

それは一つの仕事ではなく、あらゆる業種のものを経験

するなかで、その積み重ねからなされている。それが彼

の「自信」となっているが、その「自信」とは、仕事に

よって身につけた専門的知識や技能、資格に裏打ちされ

るものではなく、いくつもの仕事を「やってこれた」と

いう実感により担保されたものである。

　現在は携帯電話の修理会社に派遣社員として8ケ月聞

勤務を継続している。同じことのくり返しや単純作業が

好きではないのでこの仕事を選んだ。ここでは自身でも

「長く働いて」いると感じているが、「こんな性格だから

仕事いつ辞めちゃうかもしれないじゃん」という。

⑨定着した職場をもちつつ他の職への意欲をみせる田辺

薫（A高校出身）

　田辺は高校卒業後、弁当屋や歯医者などでアルバイト

をしたが、1週間程度で辞めたり、パン屋での採用も断っ
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たりしていた。弁当屋では「弁当屋のおやじ」による「言

葉のセクハラ」が「ものすごく気持ち悪く」、友人とも

会う機会がないため「ストレスのはけ口」がないなかで、

「耐える生活したくない」と辞めた。夏から始めたコン

ビニでのアルバイトは、インタビュー時まで2年4ヶ月

間続けている11。コンビニはスタッフが少なく、休む時

に代わりの人を探すのが大変だが、一緒に勤務すること

の多いマネージャーは、掛け持ちしていた別のアルバイ

トについての愚痴を聴いてくれるなど、彼女を「癒し

て」くれる存在となっている。もう一人のスタッフ（主

婦）とは夜に遊んだりするが、「他の人間関係わかんない。

3人は仲がいい」という。一時期は離職することも考え

ていたが、今では「働きやすい」と感じるようになり、「仕

事」というよりは「趣味」的なものとして捉えている。

途中、辞めようと想った。仕事に飽きた。辞めるんだ’ったら

次の入を探しτ、次の仕事きちんとしないとな。次の仕事も

やクたいっτ療じのものもないし、どうするかっτズルズル

きτたら、仕事が簗しぐなってきた。

　彼女はコンビニと並行して、いくつかアルバイトを掛

け持ちした。介護や保育への興味から介護のアルバイト

を始めたが、「マニュアルないから先輩に教えてもらっ

たり、自分で考えるのが難しい」「卒業してすぐだった

からまだ手をつけちゃいけない、ちゃんと勉強してから」

「一番辛かった」「自分の考えが浅はかだった」「介護は

合わないな」と考え4ヶ月で辞める。また、「ちょっとやっ

てみるかな」と地元のファミリーレストラン（以下、「ファ

ミレス」）のアルバイトをオープニングスタッフとして

始めたが制服が肌に合わず通院するごとになったり、入

れ替わった副店長とそりが合わなかったりしたことから

11ヶ月で辞めるなど、いずれも短期間に離職した。

　その後、彼女は「無性に勉強がしたく」なり、「どう

せ勉強するんだったら、その後につながるもの、実にな

るものにしよう」ということから医療事務の有料講座

（15万円くらい）を受講し、その資格を取得した。その

資格をもって彼女は正規雇用就職に挑むが、現実はそう

簡単ではなかった。これまでずっとフリーターとして生

活してきた彼女にとって始めての就職活動で、学校から

の手引きもなく、「全部一から自分で」電話、履歴書、

アピール文などを考えなければならなかった。毎週求人

誌を買って求人を調べるなど、「だいぶ探した」が、「初

心者歓迎みたいなのなかなかなくて、断念したんですよ

ね、就職。、もう、ちょっと無理」という。もちろんハロー

ワークにも足を延ばしているが、「即戦力がやっぱり欲
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しいみたいで、初心者から大丈夫ですみたいなのはあん

まりなくて」と、そこでもせっかく取った資格を活かせ

る職に就くことはできなかった。「でも就職じゃなくて

も、せっかく資格取ったからバイトでもいいかなと思っ

て。とりあえずやってみよう」と、引き続き非正規雇用

への道を選択するに至った。

　その後、大手フイルム会社で600人の募集がかかっ

た短期バイトで働いた。ここでは、短期バイト3名、ヘ

ルプも入れて社員2名、長期バイト1名の計6名でカレ

ンダーづくりを担当する小さな課で働いていたが、その

過程で感じたごとを次のようにいう。

いっぱい仕事をしτきτ、仕箏にたいする惹i識っτいうか、

責任感ぱ、ちょっとついたかなっτ感じ。自分の行動にたい

する黄任感っτいうんですか。集団生活とはまた達う、仕事

においでの協調倥を学んだっでいうか、すべτ仕事のサイク

ルのなかで、すべτのごとを一入じゃやっでいけないじゃな

いですか。ぞういうのをどうみんなと円滑にやっでいぐかっ

τいうどとを、ちょっとみられるようになった。それはこの

短期のバイトを始めτ感じたんですよね。それまでコンビニ

のときぱぜんぜん感じなかったんですけど。蕎校のときとか

バイトしτた峙はすごい入と仲よぐなるのにも時嚴がかかっ

たし、仕事を覚えるのもすごい碍澗がかかったし、周りまで

みられなかったんですよね。どうしτるとか、誰がこうする，

ごとによっで迷惑をするとか、そういうことがわからなかっ

たんですけど、短期のバイト～ご入っで、けっこうふとしたと

きに客観的にみでる自分がいT、ちょっとみれるようになっ

たのぱ、学べτよかったなっτ想いますね。円滑に仕事が回っ

τる楽しさっでいうか。職場の入贋衡係もよぐτ、仕事もス

ムーズでっTいうと、．なんかもう楽しぐなってくるじゃない

ですか。それでそこにお金がついτきτ、みたいな。

　田辺はコンビニでのアルバイトを「趣味的」に長く定

着して続けてきた一方、そこでは味わえなかった仕事の

「やりがい」を短期バイトのなかでみつけた。それは「や

りたいこと」につながる仕事の内容というようなもので

はなく、「仕事が回ってる」という働きかたそのものに

みいだされていた。そのうえで彼女は、フリーターとし

て数多くの仕事をすることについて次のようにいう。

もっといろんな仕事をしとけばよかったっで最近すっこい

想っτ、去年とかぜんぜん何もしτなかったじゃないですか、

すっこいもったいないことしたなと思っτ。もっとやっでみ

たい、最近になっでやっτみたいなっτ想うバイトはいっぱ

いあっτ。
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　彼女は多くの仕事を経験すること、すなわちアルバイ

トを渡り歩いていくことを、積極的に選択しようとして

いる。しかし5年後の将来については「ぜんぜんわかん

ない」「仕事はしてると思いますけど、何をしてるとか、

もしかしてフェイントで結婚してるかも」と不明瞭であ

る。

⑩役者をめざす岡本祥子（A高校出身）

　岡本は役者として成功するために専門学校を卒業し、

プロダクションにも所属し、みずからを「役者」である

と紹介する。しかし、「でも今はほとんどがアルバイト

で役者らしいことをしてないんですけど」とつけ加える。

プロダクションに所属しながらも「フリーター」のよう

な生活になってからまだ11ケ月とその期間は短いが、

役者修行のかたわら、高校生のころから現在まで、酒屋

兼コンビニでアルバイトとして働きつづけている。その

他にも、稽古がない期間は、プロダクションの紹介で劇

のスポンサー会社での短期の派遣業務をしている。その

仕事内容は、ガソリンスタンドでのカードの勧誘やパチ

ンコ屋のイベントなどである。コンビニは時給820円

で月に14万円ほどの収入となる。そこから芝居の資金

に2万円、年金、携帯電話代、交通費を出すとともに、

親と同居ではあるが「私も働いているんで」という理由

から、食費は自己負担している。彼女は収入のメインと

なるこのコンビニでのアルバイトを続けてこられたこと

について次のように話す。

都合がいいんです。念に打ち合わせがあったり稽古が入った

クするんで、’それで調整しτぐれるとごろなので。他のとど

ろだと辞めなきゃならないので。舞台稽古だと1ケ月休むと

かはざらなんで。ぞういうときに休ませτもらえるので。

　コンビニのオーナー夫婦とも関係が長くなり、事情を

よく知られているため、「応援する立場にもなってもらっ

て」おり、稽古の都合で仕事の日程をかなり自由に調整

できることを、そこに定着して働きつづけていられる理

由として挙げている。

⑭結婚を目前に控えた岸田ざやか（B高校出身）

　岸田は高校卒業後から始めた地元のスーパーでのパー

トを1年弱続けた。またその後1ケ月間の求職活動を経

て、交際相手の相良の家の近くのホームセンターにアル

バイトとして勤務し、1年10ヶ月になる。転職はして

いるものの、前述したような仕事を転々としている者た

ちよりも、長期間同じ職場に定着して働いている。スー
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パーではレジ打ちでの失敗や人間関係のストレスの相談

相手だった同僚（高校のときの友人）が辞め、相談でき

る人がいなくなったのをきっかけに離職した。ホームセ

ンターでは、契約時の午後5時から午後7時という短い

勤務時間とは違う時間帯での勤務や超過勤務、パートの

人がいないときの代行勤務などもさせられているが、「実

際は気持ちは入りたいと思ってても、やっぱり嫌なこと

も出てくると思うんですよ。そんなに入ったら。だから、

今のまんまでいいのかな」と話す。短い勤務時間である

ことを、自分のライフスタイルと照らし合わせたなかで、

仕事を長く続けていく条件としていることがわかる。

　相良とは結婚を目前に控え、互いの実家に泊まりあう

など「半同棲」的な生活をしている。岸田は給料の全額

を両家の家計に充ててきた。スーパーで働いていたころ

は7～8万円の収入があり、岸田家には岸田が3万円と

相良が1一万円、相良家には岸田が1万円と相良が5万円

を入れていた。ホームセンターで働きはじめてからは給

料が減ったため、彼女の給料全額を岸田家の家計に（家

族の借金返済に充てている）入れることとなり、岸田は

相良家には支援できなくなった。相良が実家に入れた残

りをふたりの将来基金に充てている。将来お金が貯まっ

たら互いの家を出て相良とのふたり暮らしを考えてい

る。

2）小括

　ここで紹介した11名のそれぞれの事情や状況から、

ここでのフリーターについていくつかの特徴を指摘す

る。また、そこから浮かびあがる検討課題を提示したい。

　第一に、彼ら彼女らの多くが数多くの仕事を渡り歩い

ており、そのあいだに何度かの失業・無業期間を挟んで

いたということである。ある程度長期的に一つの職場に

定着していた者も、同時に他の仕事を掛け持ちし、そち

らでは短期間での雇用と離職がくり返されていた。しか

し、その短期間での雇用一離職のサイクルは、ほとんど

の場合、本人がもともと望んでのことではなかった。浜

野や竹内、田辺にみるように、就労中に人間関係にトラ

ブルをかかえ、それが結果的に離職につながったり、若

林のように仕事内容が厳しく、それに「慣れる」ことが

できずに辞職を迫られたり、西澤や庄山のように、廃業な

ど雇用側の都合で退職せざるをえなかったりなど、彼ら彼

女ら本人には予想外のできごとの結果としての離職がその

大半であった。下川の短期派遣業務も長期での雇用の期

待を抱かせる説明を事前に聞いていたものだった。

　一方、みずから望んで短期就労を選択するケースも

あった。西澤のキャバクラなどでの転職は、いかに働き
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つづけるか（収入を得つづけるか）の「戦術」の一つと

してであり、厳しい業種のなかで「使い捨て」られるこ

とを回避するための選択であった。田辺は、写真屋での

短期バイトを選んでいるが、ファミレスを辞めたあと「仕

事したくない病」であったといっており、実際にその

後写真屋でのアルバイトを始めるまでに長い期間があっ

た。そのことからは、ファミレスでの厳しい働かされか

たが、その後に短期の仕事を選択させた背景にあるとも

考えられる。岡本は、舞台の稽古がない時期に短期バイ

トをしており、舞台中心の生活設計ができるかどうかが

重要であった。

　これらのことから、短期間での雇用一離職のサイクル

が、若者の「職業観・就業意識の低下」12によるものな

のだということにかんして、もっとていねいに検討しな

ければいけないという課題を挙げることができる（3節）。

　第二に、彼ら彼女らは短期的に転職をくり返しながら

（そして長期に定着している仕事をもちながら）、その多

くは複数の仕事を掛け持ちしていた。西澤や庄山のよう

に、労働時間を合わせると日中から深夜もしくは早朝ま

で働いている者や、田辺のように出勤する曜日、時間を

組み合わせながら同時期に三っの仕事を掛け持つ者もい

た。その場合、それぞれの職場での労働時間が週30時

間以上とはならず、社会保険適用除外労働時間にしかな

らないという厳しい実態も見逃せない。

　このようなアルバイトの掛け持ちには、浜野や庄山、

田辺をはじめとする彼ら彼女らの多くが、一家の「稼ぎ

手」として家計を支援しており、一つのアルバイトで

はまかないきれないという背景がある（4節）。竹内の

ように独立して生活を営もうとするときにも、仕事を掛

け持ちしないとその生活自体が成り立たない。「フリー

ター」という働きかたにおいては、安定した生活を営む

にも限界があると捉えることができよう13。

　第三に、にもかかわらず、フリーターとなった彼ら彼

女らは、この不安定なフリーターという層に位置ついた

ままでいる。今回の11名中、6名は高校卒業後一度は

正規雇用で就職したり、進学したりしている。残りの者

も進学のための資金稼ぎや将来就きたい職業のための準

備期間としてこのフリーターを位置づけており、初めか

らフリーターを「めざした」者ではなかった。竹内、下

川は俳優・声優養成所に通いはじめたが、週1回2時間

という時間でどれだけ声優という職業に近づけるのかは

不明である。さらに下川は、アルバイトもみつからず金

銭的余裕がなくなり、養成所を休止する結果となった。

また宮本も、俳優という夢をもちながらもそれに近づけ

ている感がない。田辺は取得した資格を活かしての就職

もできず、フリーターとして働きつづけている。また庄

山や西澤は金銭的余裕のなさから現状を抜け出せずにい

る。浜野は正規社員の過剰な働きかたに疑問を抱きはじ
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め、それへの期待も失いつつある。このようにさまざま

な背景のなかで、彼ら彼女らは無業期間も含めたフリー

ターという不安定な働きかたのなかに滞留している。

　そして、この不安定なフリーター生活を支えたり、互

いに影響を与えあったりするものとして、家族との関

係や地元つながりのネットワークの存在が彼ら彼女らに

よって語られている。これらの存在が彼ら彼女らの不安

定な働きかたとどのように関係しているのかということ

が検討課題として浮かびあがる（家族については4節、

地元つながりのネットワークについては5節）。

3．働きづらい職場を経て

　フリーター11名に、現在もしくは以前働いていた仕

事の時給にかんする質問をしたとき、大半の若者たち

が「時給は750円です」とか「最初800円スタートで、

でも830円ぐらいまで上がったのかな」などと金額だ

けをさらりと答えている。そのなかで、時給のことを働

きかたや生活にふれるかたちで語ってくれたのは下川と、

浜野の2名だけだった。下川は仕事を探すうえでの条件

について、「なるべくなら（時給は）800円くらいがいい」

と話す一方、「（仕事を）初めっから教えてくれる」こと

や、気持ちを切り替えるために「通勤時間は長くてもい

い」ということを挙げるなど、かならずしも時給の高さ

にこだわっているわけではなかった。テレアポをしてい

る浜野は、、研修時1500円だった時給が、その後は実績

で計算され1050円となったことに不満を感じていた。

しかし、そのとき次のアルバイト先候補として、テレア

ポよりも200円も時給が下がるお菓子屋のアルバイト

を予定していた。浜野も時給が不満で転職を考えたので

はなかった14。

　本調査時において、上記の2名を含むフリーター11

名はみな、時給の額を離職理由として語っていない15。

彼ら彼女らのうち6名が、「店長」「上司」「マネージャー」

など、いわゆる「中間管理職たる上司」16（以下「上司」）

との関係に働きづらさを感じていたと口々に語ってい

る。

　ここでは、半数以上もの若者たちが語る「上司」との

関係に焦点をしぼり、ひとつのところで働きつづけられ

ないでいる理由の背景を明らかにしていきたい。なお、

個々の若者が何度か経験してきた離職・転職について余

すことなく私たちが聴き取れたわけではない。むしろ、

複数経験している就労経験のなかで、彼ら彼女ら自身が

話してくれたもっとも印象に残った職場での離職にかか

わる文脈のなかで、「上司」の話題が出たことに注目し
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て分析をしていることを、あらかじめ断っておく。

1）「上司」との関係

①語られる「上司」への不満

　離職の直接の理由として「上司」との関係を挙げたの

は、6名の若者（庄山・竹内・吉川・浜野・田辺・宮本）だっ

た。いくつもの仕事を経験している彼ら彼女らは、離職、

転職に至る語りのなかで、次のように「上司」への不満

を口にしている。

　fその入（異動で来た弁当屋のマネージャー♪がずっと辞め

なかったんですよ（3ヵ月経っτも他店へ異動しなかった♪。

（申諮）その入のおかげで体調がボロボロで。（中略）私嫌い

な入っτ嫌いだから、しゃべらないし。その入にかんしτは

その入の名前を想い出すだけでウッτなっちゃっで。（中略ク

びっくクするぐらい仕事ができない。仲諮♪仕事ができなぐ

τ、パーFの入に全部押しつけτて。ゴ（’Mth）

　Lなんか、すごぐ納得がいかなかったんですよ。会社の方針

とか仕司の♪私たちにたいする態度とか、すべてにおいτ。y

（竹内♪

　fマネージャーがちゃんと仕事しτるのに（吉〃〃こ♪いちゃ

もんつける。マネージャーがダ〉ζなの。ノ（吉／の

［L9いっめられるとヰツイから、（受注のしかたについτ♪す

ごい勉強しでるけど、（マネージャーに♪わかっでるのに言わ

れる（指導される♪のがとτも腹がたつ。（申略♪なにか合わ

ないなっで。入筍衡1孫。ゴ（浜野り

　f副店長がこの碍期「（仕事先の繊力源厨で朋荒れをしτ病

院〃こ遭う♪に替わっτ、　まったぐソグカ「合わなぐτ。ゴ（田返Z）

　π士司に♪rたわけもの．i7っτ言われτ。でも僕はそのとき

に仕事を習っτなかっただけで、百歩ゆずっτ僕が悪かった

としτも、ぞういう言いかたはよぐないと想うし。仲略♪そ

のときはもう、辞める気でいたからね、僕は。ノζ宮本♪

　この6名は異口同音に「上司」との関係からくる働き

づらさを口にしていた。他方で、彼ら彼女らのなかには、

下記のようにアルバイトどうしの関係は良好であると

語っている者が少なくない。職場での人間関係のトラブ

ルはもっぱら「上司」との関係において起きており、そ

れが後述するように離職と関連していると考えられる。

f（異動前のマネージャーが）女の入だからよかったのかも

しれないですけど、（パートやアルバイトも♪みんなフレンド

グーですごい仕事ができたんですよ。ノ（庄Lω

　f（アルバイト筍のノ）闘露孫）は、よかったんですよね。やっ

ぱリオープニンク’Xタップだったから、厨結力があるってい
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うか、みんな仲が良ぐτ、スタートが一緒だから社員だけ±

で、あとぱバイトはみんな一緒だから働きやすかったんです

けど』ノ（田辺）

　［（8’んなどとが漿しかった？）伺年代の子とか多かったか

ら、お客さんとかいないときにちょっと立ち話とかしてでね、

楽しいときは楽しかったんだけど、マネージャーかな、なん

か女の入がいるんだけど、その入か嫁な入でさ、ちゃんと仕

事しτんのにみん劇ごいちゃもんつけτぐるの。ノ借ノ1D

　夙周関孫はいいんですよ。バイトの衡係はみんな仲がいい

んですけど。ゴ（浜野）

②「上司」との人間関係の実際

　こうした「上司」への不満は、ゼのような上司との関

係によって彼ら彼女らのうちに蓄積されたのだろうか。

ケースにそってみていこう。

②一1　庄山のケース

　高卒後3年間弁当屋で働いていた庄山は、人事異動で

新しく来たマネージャーとそりが合わず、そのストレス

により体調を崩したことで離職している。彼女はマネー

ジャーとの関係について、以下のように語る。

（｝新しぐ来たマネージャーカリびっぐクするぐらい仕事ができ

ない。今までのマネージャーはちゃんとr面接がうちの店で

あるから（応寡した入が）何時に来ますyとか、1新商晶が始

まるからこうしでぐださいゴみたいなのが絶対あったのに、

そのマネージャーは何もなぐτ。知らない入力勝手に「面接

に来たんですげどyみたいなどとや、念にスタッフが来τ易

物を持っでいこうとしで、店の発注は’私がやっでたカ、ら、π何

してるんですかノって（周いたり♪。仲略♪パ・一一　Fの入に全

部押しつけτて。もう無理だと思っτ。（中略♪マネージャー

より（立場が）ちょっと士の入がいτ（その入のことが）ホ

ントに嫌いで（中諮♪社員の作る弁当っですごい汚いんです

よ。おしんこ（の量♪も指定されでるんですけど、それよク

少ないんですよ。募の内弁当なんか貧柑弁当じゃんっτ。私

ぞういうの嫌だから月映えよぐ作っでるつもりだし。その入

（マネージャーよク（立場力りちょっと±の入♪に休憩入って

いいよっ丁言われたとき、カチンとぎτ少し爆発しちゃっτ。

自分でもわからないぐら　V．・にヒステリックになっちゃっτ、

fすいまぜんもうダメなんで帰らせてぐださいノって言っτ、

泣きながら帰っτ。家でずっと泣いτ、仕事いきたぐないって。

お母さんもそれみτもう休みなっτ言っでぐれて。自分でも

初めでの綴だしわからなぐτ。

庄山はマネー一・ジャーの人事異動前は職場の人間関係も

よく、「出会う人がよかったから、ここまでこれた」と

いう。しかし新マネージャーにたいして、このような業

務上の不満や、病気欠勤の申し出を一方的に拒否された

こと（後述）から、「それで、その人（マネージャー）

がホントにダメになって。入間じゃないんだろう」と不

信感を抱くようになった。さらに「マネージャーより

（立場が）ちょっと上の人」とのトラブルもあった。こ

のことを契機に彼女は、「一週間、点滴通ってとか。意

味もわからない病気になっちゃって顔がブツブツになっ

ちゃって、腫れあがっちゃって。すごい体調悪くて、続

けられないと思って」しばらく休養をとった。さらに

「庄山さんは忙しすぎる」と、新マネージャーによって

勝手に相談もなくシフトを変えられてしまった。彼女は

「チェーン店でがんばってみても意味がない。やった分

を評価してくれないからがんばる必要もない」と仕事に

たいする意識も大きく変化し、「もう、いいや」と離職

してしまう。

②一2　竹内のケース

　竹内は、友人の紹介で弁当屋のオープニングスタッフ

の面接を受け、面接当日から働きはじめて、その2ヵ月

後に離職した。彼女はその理由を、次のような「店長に

なる予定の人」にたいする具体的な不満として挙げた。

まだ入っで何週筍も経っτない状態なのに、私の友だちと店

長になる予定の入と二入で（爾店祝い兼顔合わせの♪食事会

にいぐっでいうんですよ。それでメニュー自体も覚えていな

いのに、新しい入二入だげで休憩もなぐなっτ一日遭しでや

れっτいうんですよ。しかも食事会の話は内密で、みたいな

感じで。それを私は友だちから爾いたんですよ’。本来だった

らそれは私たちに告げられない話なんですね。どれもなんか

おかしぐない？っで思っτ。なんかそしたら仕事がつまらな

ぐなっでしまっτ。

　このような不満とともに、客のクレームに謝ることは

「（自分たちの失敗を）認めることだから、謝らないで」

という接客面での会社の方針を含めた「すべて」におい

て「なに、ここ。ちょっとおかしい」と感じ、結果、同

期の4名中3名がいっせいに辞職した。

②一3　宮本のケースー

　宮本は、高校卒業後からアルバイトを転々としており、

離職理由の多くを人間関係によるものとして語っていた17。

本調査時は、彼が映画の受付の仕事で上司とトラブルに

なった話をしてくれた。映画館の受付のブルバイトを始
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めて1週問後、彼は上司にチケットの「もぎり」の仕事

を「おまえはこれやったことあるだろ」と任される。そ

のとき、彼はその仕事についてわかっていなかったが、

「いつも同じようなことはやってたから、それと同じで

いいんじゃないか、と思って」作業をしていた。すると、

その上司から「おまえは何をやってるんだ、おまえはど

ういうふうに教わったんだ、誰に教わったんだ？」と聞

かれたため、「こういうふうに習いました」と答えた。

実は、宮本はきちんと習ってはいなかった。そう答える

と、上司は大声で「たわけもの」と怒鳴りつけられたそ

うだ。宮本はこのとき「たわけものじゃないです」と大

きな声でいい、次のように言い返したと話す。

僕はそのときκ仕事を習っτなかっただけで、百歩ゆずっで

僕が悪かったとしても、そういう言いかたはよぐないと思う

し、僕は仕事覚える気があるから、ちゃんと教えτぐれれば

ちゃんと覚えるし、ちゃんと教えτくれττ覚えでないんだっ

たら、それはゾたわけものノとか言われτもしかたないんだ’

ろうけどしこっちとしτもやる気が逸きτどこに入ったわげ

だカ・ら、ぞういう言いかたぱ嫌いだら

彼はこのとき「もう辞める気でいた」という。上司は

これにたいし「今どきなかなかいない若者だ」と継続し

て仕事を任せてくれたため、この直後には仕事を辞めな

かったが、その3、4週間後に離職した。その離職理由

を私たちがたずねたときに、彼がこのことを語ったとい

うことは、この上司との関係が離職に少なからず影響し

たのであろう。

②一4　浜野のケース

　テレアポのアルバイトを続けている浜野は、なかなか

契約が取れなかったり、正規社員の営業と成績を比べら

れながらも、「（営業成績で）追いつめられ」ないように

「毎日毎日社員以上に働いて」「すごい勉強して」いた。

にもかかわらず、「わかっているのに（マネージャーに

指導を）言われる」ことに「腹が立」ち、「やっぱり合

わない」と彼女は離職を考えている。

2）中間管理職の働きかた

　このように、彼ら彼女らの離職に至る経緯の語りのな

かに、マネージャーや店長などの「上司」との関係の困

難がみられる。しかし、それらの上司たちを、彼ら彼女ら

がラベリングするような「仕事のできない上司」「嫌な上司」

といった個人の資質にたいする評価のみで片づけていいの

だろうか。「上司」の働きかたの実際を、彼ら彼女らの語

りから描きだすことには限界があるが、そのことを承知し

つつ、近年とりあげられている労働問題にかかわらせなが

らいくつかの視点を浮かびあがらせてみよう。

①管理職に必要な研修の不十分さ

　庄山の弁当屋の「異動してきたマネージャー」は、新

人の面接日時や新商品の伝達事項をパートやアルバイ

』トに伝えなかったり、店の発注をアルバイトの庄山に任

せっぱなしにしたりしている。また彼女の話によれば、

弁当の作りかたにおいても、指定されたおしんこの量を

減らしたり、アルバイトである庄山が「貧相弁当じゃん」

と感じるような幕の内弁当を作ったりと、本来ならばア

ルバイターに指導する立場であるマネージャーがたしか

な技術を身につけていない様子である。

　竹内はオープニングスタッフのアルバイトとして働く

弁当屋の「店長になる予定の人」について、「（働きはじ

める）スタートは私たちとまったく同じ人だったんです

けど、なんかアーって感じだった」という。この「店長

になる予定の人」は、社長との食事会に出席するため、

まだメニュー自体も覚えていない竹内ともう一人の新人

の2名だけで休憩もなく一日通しで店を任せた。オープ

ンしたての店を新人だけに任せなければいけない状況を

つくってしまった「店長になる予定の人」の責任が問わ

れるだろう。

　これらのケースからは、「上司」が十分な研修を受け

ず管理能力が養われていない様子がうかがえるととも

に、それにもかかわらず「マネージャー」や「店長」な

どの仕事を任されてしまい、その結果、部下であるアル

バイトからの信頼を得られずにいるという「上司」の働

きかたの実際がみてとれる。

　この4人の語りから、いずれも本人たちが十分に仕事

にたいする意識や自負、能力、やる気をもっていたにも

かかわらず、その職場での「中間管理職たる上司」との

人間関係のつまずきや関係性の構築が困難な場面を経験

し、離職に至っていることがわかる。

33

②異動の多ざ

　田辺のアルバイト先のファミレスで、彼女と「そりが

合わな」かった副店長は、オープンから8ヶ月後に異動

してきており、庄山が関係づくりにつまずいた弁当屋の

マネージャーもまた異動してきていた。労働・社会運動

を研究しているタノックは、アメリカのファーストフー

ド店のマネージャーはたいてい、着任してすぐに転任し、
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その結果、職場の従業員たちは、マネージャーが交代す

るたびに新しい人間関係を構築しなければならず、その

ストレス、疲労も激しくなると指摘している18。田辺や

庄山のケースでも、上司の異動が関係づくりのつまずき

の契機として語られている。本調査におけるファミレス

や弁当屋も、そこでの上司の異動の多さがアルバイトと

の関係構築の困難さを生みだしていると考えられる。

③勤務時間の長ざ

　上記の6名の語りのなかで登場した上司が超過勤務を

していたということは確認できなかった。しかし、他の

者において職場での上司が超過勤務をしていたという語

りはいくつかあった。

　田辺が働いているコンビニのマネ・・一・一ジャーは、従業員

が少ないため「朝から夜まで」働いていた。

　西澤がアルバイトとして入っている漫画喫茶の店長

は、アルバイトの「バックレ」（職場に突然来なくなる、

辞める）が多いため、長時間労働を余儀なくされている。

インタビュー当日も店長がシフトに入っていなかった西

澤に「お願いだから出て」と頼んでいた。西澤は「店長

はもう（連続で）40時間労働くらいしてて、これ死んじゃ

うな」と店長の働きかたについて話している。

　このような「上司」の超過勤務は、とりわけ外食産業

のチェーン店において顕著にみられ、結果的に「上司」

の離職者を生みだしているという。日本マクドナルドユ

ニオン中央執行委員長の栗原弘昭氏は、労組結成の背景

について「人がどんどん辞めていることが大きい」と述

べ、営業時間の延長や店舗の24時間化によって、「店

長の下にいるアシスタントマネジャーの残業や休日出勤

が増え、彼らが退職している。店長もベテランだけでなく、

なってから1年前後の若手も辞めている」と「上司」の労

働条件の悪化が離職につながっていると述べている19。

本調査では上記の2例だけではなく、前述のファミレスや

弁当屋などの「上司」も超過勤務にあったものと推測で

きる。そこから発生する「上司」の離職が、②のような「上

司」の異動の多さ、そして職場での関係づくりの困難さ

につながるとも考えられる。

3）非正規雇用者の労働条件

　では「上司」の働きづらさは、非正規雇用であるフリー

ターの彼ら彼女らの働きかたに、実際どのような影響を

与えているのだろうか。

　前述のように、竹内はファミレスで「店長になる予定

の人」が出かけなければいけないために、新人2名だけ

で休憩もなく一日通しで店を任されるというシフトを強

34

いられることとなった。

　庄山は弁当屋で、病欠の場合は1週間前に報告しなけ

ればならないという、あまりに理不尽な要求をされてい

た。実際に彼女は体調を崩し欠勤したいと会社に電話を

したが、そのときのマネージャーの対応は、次のような

ものだった。

休ませτぐれっでいっでも休まぜτぐれないんですよ。体調

訪しでるのに、本当に、房撒とカ、腫らしττ喋也ない。飲ま

ず食わずの状態で喋れなぐτ、そのなかで休まなきゃいけな

いからと思っτ、泣きながら電話しτ、すいません今日休ま

せでぐださいっτ。（そしたらマネージャーは♪fi自分で（代

わクの♪摺手をみつけるか、いなかったら自力で出できτく

ださいノって（電話を♪切られで。それでその入がホントに

ダメになっτ。

　このことを契機に彼女は「意味もわからない病気」に

なり、しばらく休養をとったが、その後「庄山さんは忙

しすぎる」と、新マネージャーによって相談もなく、9

時から22時までのシフトを9時から17時までに変え

られてしまった。

　また、直接的な「上司」の判断、態度や行動ではなく、

経営トップによる就業規則の変更が、直属の上司とアル

バイトとのあいだに摩擦を与えているケースもある。浜

野のテレアポでは、研修時とそれ以後では賃金が下がり、

休日の取りかたも変わった。会社経営者の変更にともな

い労働条件も変更されたとのことだが、浜野自身はその

ことをよく理解することができず、「本当にうちの会社

おかしい」ともいっている。ここでは会社の経営方針の

転換が非正規雇用者の労働条件の変更というしわ寄せと

して現れることや、それにたいする上司の説明責任の問

題としても引き取れよう。

　このように、彼ら彼女らがアルバイトとして働く職場

には、シフト編成にみる勤務体制や賃金の変更という労

働条件の面で、働きづらい実態があることがわかった。

しかも問題が、「中間管理職たる上司」との関係のつま

ずきと一緒になって語られており、庄山の場合はその関

係性から身体的健康を損なうということにまで至ってい

た。私たちは先に、上司との関係づくりの困難さは、上

司の働きづらさにも起因しているというということを述

べた。ということは、この上司の働きづらさが、彼ら彼

女らが働きづらいと感じる非正規雇用者の労働条件の整

備・管理にも影響していると考えられるだろう。
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4）小括　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　ここまでみてきた上司との人間関係形成の困難（1

項）と、「管理職たる上司」の働きかた（2項）、そして

非正規雇用者の労働条件（3項）を考えあわせると、実

は1項で語られていた人間関係のつまずきが、2項でみ

たような、非常に働きづらい職場環境にいる「管理職た

る上司」の働きかたに起因していたことがわかる。そし

て、そのような「上司」の働きかたや経営側の運営方針

などが重なりあいながら、非正規雇用者のシフトなどの

勤務体制や賃金体系という労働条件が大変働きづらいも

のになっているという構造的な問題としてみることがで

きる。つまり、正規・非正規雇用両者をとりまく働きづ

らい労働条件が、職場での良好な人間関係の構築を困難

なものにしていると考えられる。それにもかかわらず、

彼ら彼女らは、離職せざるをえなくなった理由を、労働

条件という構造的な問題としてではなく、個人的な人間

関係の問題としてひきうけ、離職という個人的な方法で

解決しているのである。一方その過程で、彼ら彼女らが

上司に言い返したり話し合いをもったりといった行動を

とるケースを、少ないながらもみることができた。その

ことが今後どのような可能性をもつかについては後述し

たい。

4．働くことと家族

　ここでは、本調査時フリーターであった者の働くこと

と家族との関係について検討をおこなう。前回までの

調査では、家庭の経済的理由が若者の移行を困難にして

いること、移行過程に困難がある場合の受け皿としてブ

リーターがあること、彼ら彼女らの多くが「稼ぎ手」の

一部としての地位にあること、また家事を手伝ったり、

親の健康を気遣ったりする若者がいるということがわかっ

た20。では、彼ら彼女らがフリーター生活を続けてきた

もしくは新たに参入してきたなかで、そのような関係に

変化はみられたのだろうか。

1）フリーターの家庭階層と家計負担

　今回フリーターとして分類された11名のうちひとり

親家庭の者は6名と半数以上を占めており、いずれも母

子家庭である21。また、2回目調査時に生活保護を受け

ていた若林の家庭は、今回調査時でも引き続き受給して

いた。そのようななかでみずからが家計を支える立場に

いる者も多くいる。浜野は母子家庭で収入の全額（10

万円以上）を家計に入れていた。吉川の家庭も母子家庭

であるが、キャバクラでアルバイトをしていたときは週
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に1万5千円ずつ、月額6万円を家計に入れていた。田

辺は前回調査時は親の会社（工事関係の自営業）の経営

が芳しくなく、収入のほぼ全額を家計に入れていたが、

今回インタビュー時は月8万の収入のうち半分を家計負

担に充てていた。役者をめざす岡本は、収入は不定額で

あるが、「私も働いているんで」と語りながら自分の食

費は自分でまかなうなど、家計に負担をかけないしてい

た。庄山の家庭は母子家庭であるが、彼女が光熱費の全

額を負担していた。そのほかキャバクラなど水商売で働

いていたときは、かなり多額を入れていたこともあった。

しかし、彼女の母親が交通事故に遭ってから、・さらに彼

女の家計負担は増していった。彼女は母親と家計の状況

について次のように語る。

お母さんが交遍事故に遭っτけっどう長いあいだ入院したと

きに、病気が何個も，見つかっちゃっτ。ホステスだから仕事

の時周だけでいいのに、お酒が好きなんですよね。たぶん依

存症に近いと想うんですけどbそのせいで糖尿病もマックス

ぐらいの。（中諮♪ホントは病院行かなきゃいけないんですけ

ど、お金ないとかいっT、行ぐ気もないんですよ。本当にど

うしようかと想っで、柑談できる入もいないし。交通事故の

お金もまだもらっでなぐτ、うちは火の車です。お金の蓄え

がないから、片親だし、頼れる入もいないから、うちの光撚

費ぱ全部自分が払うよう～こなっττ、それプラス最近は2万

円ぐらいは余裕があれば出しで、（全部で）約5万円ぐらい。

　彼女は母親の治療費も負担しており、それまでの彼女

自身の貯金も「事故に遭っちゃって、ゼロになっ」てし

まった。そのときに西澤が「資金稼ぎ」として水商売の

働き口を紹介したりしていた。

　このように、彼ら彼女らは、これまでの調査と同様、

母子家庭、生活保護受給家庭など低所得層の家庭にいる

者が多く、彼ら彼女ら自身も一家の「稼ぎ手」として収

入を得る必要に迫られている。1節と考えあわせれば、

アルバイトを掛け持ちしてぎりぎりの生活をしてまでも

家計を捻出しようとしている者がいることがわかる。ま

た、その「稼ぎ手」という立場はこの調査継続期間でも

変わることがなく、固定化される傾向にあると捉えるこ

とができる。このように、ここでみるフリーター・一の若者

たちは、社会学者の山田が指摘するような「制約のない

自由な」フリーター像22とは大きく異なる状況にある

のである。

2）フリーターが働くことと家族

　このような、彼ら彼女らが一家の「稼ぎ手」として家
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庭のなかに位置ついているという語りのなかで、強い親

子間葛藤を語る者もいた。ここでは、彼ら彼女らの雇用・

失業・無業といった不安定な状態と家族関係・親子間葛

藤がどのように関係しているか検討したい。

①下川彩乃のケース

　前回インタビュー時、下川は正社員として働いていた。

当時、父親は「おまえの人生だから自分で決めなさい」「手

に職をもちなさい」、貯金も「自分の好きに使えばいい」

など、彼女の自主性を尊重した言葉がけをしており、彼

女自身も、仕事のことなど父親と話す機会が多くなった

と語っていた。母親は「ちゃんとした正社員になって地

道に働け」と正規雇用で就職した下川の働きかたには賛

成していた。また男性とのつきあいかたについての会話

などもあった。

　現在下川はなかなか仕事がみつからず家事手伝いをし

ており、本人は「ニート」と称するが、正規雇用で働い

ていたころと比べ両親との関係についての語りには変化

がみられる。

うちは何かを言うと全部反対されτ理解者がいないんでずよ。

私がEこれをやりたレソっτいっτも、fおまえはどうでこうでこう

だからゴってfiこれしか道はなひソみたいにいわれるんでも親

自身はそういうふうに望んでいるかもしれませんけど。

　正規雇用で働いていたころのような本人の自主性を尊重

した物言いではなく、下川自身の行動をかなり制限するよ

うな関係となっていることがみてとれる。そのため、彼女

は声優・俳優養成所に通っていたことを親には話していな

い。特に母親による束縛の度合いが強まっており、インタ

ビューに協力してくれた日についても次のように話す6

外も出られないし。今日ぱちゃんと言っできましたよ。本当

だったら日曜日はどこにも出かけられないんですよ。買い物

aこつきあわされるんです。仕事ぱ別格だけど。友だちと遊び

にいぐのに日曜日は出られなかったんです。

　このような束縛は高校のときからあったと話すが、正規

雇用で働いていた2回目インタビュー時ではさほど強く語

られてはいなかった。また彼女は何度もアルバイト募集で

不採用となるが、一度採用の連絡を受けた弁当屋も、家

から遠いという理由で母親に反対され辞退している。

　彼女は現在、お金を貯めてひとり暮らしをしたいとい

うが、携帯電話代や食事代などすべて「親のすねをかじっ

ている状況」であり、ひとり暮らしへの一歩を踏みだせ
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ずにいる。

　このように働くこともできず、親に行動を制限され、

家にいなければならない状況で、彼女自身の後ろめたさ

や「家のことやらなきゃ」という責任感と同時に、「家

にいるからダメなんだ」という焦りとの板挟みが、さら

に彼女を苦しめているとも捉えられる。親との葛藤を含

む相互依存的な関係のなかに滞留せざるをえない状況に

あるのではないだろうか23。

②浜野美帆のケース

　浜野の家は、母親が体調がすぐれず仕事をしていない

ために、以前は生活保護を受給していたが、弟が社会入

として働きだしたため、現在は受給していない。彼女は

家計負担として収入の全額を入れ、一家の「稼ぎ手」と

しての役割を担ってきたが、不安定な働きかたになって

からは収入も安定せず「10万円はあたりまえ」と思っ

ている家計への繰り入れがうまくいかなくなっている。

こうした状況が、家族間葛藤を引き起こしている。その

ことで浜野は、自由になるお金が制限されていると不満

を抱くようになっている。浜野は母親にこう言われている。

πお前の悪い癖は、念に嫌だと想ったらすぐに辞めで、それで

仕事がないっでいう状態。辞めτから碍…周かかるし。辞める

んだったら、次の仕箏を探しτから仕事を辞めτ。次のこと

を考えτ。紛料が途貿1れると困る．1っτ。

　また、すでに離家している姉にたいしても「恐いよ、

お姉ちゃんとかは。今週日曜日に帰ってくるのね。どこ

に逃げようかなって思って。もうグチグチ言われるから’。

自分がぐうたらだから。ニートだから」と、つらさを感

じている。もともと経済的に苦しかった家庭の状況に彼

女の不安定な働きかたが重なって、「お金のこと言われ

たくないから、家を出たい」というように、彼女の生活

は自分自身の居場所をみつけられないほど不安定なもの

となっている。

③若林理恵のケース

　若林は短大卒業後アルバイトをしていたが、辞めてから

は「親に頼まれて」家事手伝いをしている。以前から母親

に言われて家事はおこなっていたが、卒業後はさらに祖母

の介護も加わった。彼女の毎日は実家と祖母の家を往復

する生活だが、そんな毎日にたいして彼女はこう話す6

むこうで家事やっτ、こっちの実家で家事やっで、（中諮ク実

家には正直、ぽとんど家箏と寝に帰っτいるみたいな。ちょっ
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と昼寝しに帰っτるみたいな感じですね。だからもうけっこ

うつらいっすねo

偬母の介護をするようになったごとは♪当分私がどこにも行

けないようにする枷ごはめられたっτいう感じでした。妹が

いるときは楽だったんですよ。（中略♪週に一、二、三回顔を

出しにいけばいいだげだったし。妹が家出しでから毎日（祖

母の家に行ぐどとになった♪。

　　このように、彼女は現在の生活に不満を抱いているこ

とがみてとれる。そうしたなかで、若林の不満の矛先は

母親にむかう。そして若林は自分と母親の関係について

・次のように話す。

ママは私が（家事を♪やつτあたりまえ。（tl　es）　C母親も家事ぱ♪

できますよ。私がいなきゃやクますもん。私がいなきゃ、や

んなきゃなんないからやりますよ。やれないどとはないんで

すよ。ただ私にがえτるだけなんですよ。

　2回目調査でも、母親が自分でできる家事を若林に負

担させている状況が語られていたが、今回も母親が若林

に家事を頼りきっている傾向は変わっていない。また、

前回も「最近束縛が強くて」と母親による行動の干渉に

ついての言及があったが、今回も行動の制限とうけとれ

る発言がある。

屈辱だと想いますよ、遊びにいけないっτ。高校にスっτ遊

びにいきたいっτいう湯望が壇えで、大学でさらに増えまし

たからね。それがあたりまえだっτみんな言うんですけど、

うちじゃあたりまえにならない。何でも我慢しなきゃなら

ない。物をもらう代わクid自分の願望を80パーセントから

70％は抑えなきゃならない。それが現状ですね。

［（ひとりでいら也る部屋は♪ないです。常に親から見えます。

ぞごでぴしゃりと寸断できない。ノ

／親は女の子らしい嚴装にしろ、と。冗談じゃねえやって（殉。ノ

π外～ごぱ♪黙っで行かないと、都合が悪いと螺百だよその

日は』とか言われτ。ノ

　このように母親は若林の普段の行動、服装についても、

家の中や外を問わず監視、干渉していることがうかがわ

れる。こうした母親の監視、干渉ひいてはそうしZc依存

を通じた支配の背景として、母親が19歳のときに若林

を妊娠したこと、病弱であること、離婚歴があることや

高校を中退した可能性があること、若林の妹も母親のし
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ばりにたいする苦悩から家出をしてシェルターに保護さ

れていることなどがあるのかもしれない。そんな母親に

たいして若林は「いつ死んでくれるのかなって思いだす

ようになってきた」「自立しようと思ってるんだけど親

がさせてくれない」と2回目調査時にいっていたが、今

回も「こっちはがんばってるのに怒られるからだんだん

イライラしてくるんですよ」「親にたいする不満とか、

恨みじゃないけど、そういうふつふつとしたものがあり

ます。一時期マジ殺してやろうと思いましたもん」とい

う。一方、次のようにも話している。

（親はウ精神的にかわいそうな入。私がいなければ自分を深で

ない入、何かに依存しなきゃ保でない入、かわいそうな入です。

仲略♪母親の場合は私や第三者を厨らせるのが依存のしかた

だから厨りますね。

伍年後、ナ年後の理想は♪親からトンヅラしτいるごと。ぜっ

たい独立したら親との連繕いっさいとクません。困ったら自

分でなんとかする、だから困るようなごとがないように先を

みすえてなんとかしτいきたいし。親も私がどっかにいれば

頼っちゃうだろうし。

　ここからは、親が生活していくのに自分の存在が必要

であることを若林自身が認識していることがわかる。

　これまでにみたように、母親が若林に頼りきっている

状態は以前から変化がなく、日常の行動を監視、干渉し

ていることがうかがえる。彼女自身はそうした監視、干

渉に強いストレスを感じており、親からの独立を強く望

んでいる。しかし一方で、母親には「私がいなければ」と、

母親からの依存の関係のなかに自分自身の存在の必要

性も認識しており、現実にはそこから抜け出そうと行動

することができず親元での生活を続けることとなってい

る。こうした状況から、若林と彼女の母親が共依存的関

係にあると読みとることができるのではないだろうか。

3）小括

　以上より、これまでの調査と同様、フリーターの多く

は家計を支える「稼ぎ手」の一人として位置ついている

状況が指摘できる。そうした傾向は母子家庭、生活保護

受給家庭に強くみられ、家庭の状況と働きかたが密接な

関係をもっていることが指摘できる。

　また、彼ら彼女らの不安定な働きかたと親子関係が互

いに影響をもたらしあっているということも指摘でき

る。つまり、不安定な働きかたによって下川が相互依存

的な関係をつくったり、浜野が親子間葛藤を深刻にした
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り、若林のように共依存的な葛藤が働きに出ることをは

ばみ、家族関係をさらに不安定なものにするというよう

なかたちでたち現れたりしているのだ。

5．地元つながりとフリーター生活

　本調査時、フリーターだった若者たちの全員の口から、

今でも出身高校の同級生たちとのつきあいが続いている

話が聞けた。先述したように彼ら彼女らは、就業、失業、

無業の状態を行き来している。安定しない生活を送るう

えで、地元で形成され維持されてきたこのネットワーク

は、どのような役割を果たしているのだろうか。

　すでに2回目調査時において、若者たちにとってこの

ネットワークが、日々の生活を送るうえで重要な位置を

占めていたことが明らかになっている。とりわけ、追い

つめられながら離職に至った経験をもつ若者にとって、

それらの困難を乗り越えていくうえで重要な役割を果た

していた24。

　本節では、4名の若者たちに注目し、高卒3年目に浮

かびあがった不安定な生活状況と彼女たちがもっている

関係性との連関を整理してていねいに描きだしたい25。

下川は「アニメ声優」という趣味を、浜野、庄山、西澤

の3人は「ビジュアル系バンドのライブ通い」（以下「ラ

イブ」）という趣味をとおして形成された高校時代から

の関係を維持している。

1）「アニメ声優」つながり一下川彩乃のケース

　下川は、高校時代から，「アニメ声優」という趣味を通

じた関係を維持している。2回目調査時には、アニメや

声優の話題で盛りあがる永原香織と内田玲奈とのあいだ

に「腐れ縁」「いつも一緒」の親密な関係をつくりなが

ら26、アニメつながりの若林、同じクラスで声優を同じ

くめざしている竹内、バレー部で一緒だった高橋有香と

のあいだにゆるやかな関係をもっていた。さらに本調査

時には、ちょうど成人式を経験していたこともあり、ア

ニメつながりの山路さとみや磯知明、北沢直樹などの同

級生たちを飲み会に誘うようなつきあいがさらに広くあ

ることがわかった。しかし、正規雇用を離職後、断続的

にアルバイトをし、その後およそ9ケ月間無業状態にあ

る彼女にとって、飲み会など何かあれば声をかけられる、

このようなつながりのなかでも、頻繁に連絡を取りあって

いる内田と、声優をめざしている竹内の二人とのつきあい

が、とりわけ重要な位置を占めている様子だった27。

①声優になるための「資源」になっている竹内の存在

　「だって、彩乃（下川）とか有香ちゃん（高橋）とか

はぜんぜん（学校外で）遊んだことなくって、学校だけ

のつきあいだったから」と竹内は、下川とはよく遊ぶ間

柄ではなかったことを2回目調査時に語っていた。し

かし彼女たちは、本調査時に一緒にインタビューに現れ

るような関係を、高校卒業後断続的に維持していた28。

ふたりをつないでいるのは、「声優になりたい」という共通

の目標である。2回目調査時29に、すでに竹内は下川を

声優をめざす具体的な準備・活動に誘っていた。下川も、

そういう竹内の情報を頼っている様子がうかがわれた。

メールとかで、専門学校の体験入学があるから（予定が）空

いでいたら一緒に行けるっで（下γ〃rbi’）いっτいたんですけど、

やっぱりだしいみたいで断られで。そのあとπオーディショ

ンがあるけどどう？yっでメールはしτるんですけど。（竹内♪

竹内さんいるじゃないですか。あの子も声優めざしでいるん

ですよ。だからあの子がどういう答えをだすのかなんですよ。

気になるんですよ。ライバル心なのかな。（下γの

　下川は、・竹内と一緒に俳優・声優養成所に通っていた

時期があった。これも竹内が調べたところを、一緒に見

学して決めた。しかしその後はなかなかアルバイトがみ

っからなかったこともあり、経済的に通いつづけられな

くなり休止している30。

　このように、下川にとって竹内との関係は、彼女が高

校卒業時に語っていた「声優になる」という目標に一歩

ずつ近づくために必要な「情報」を入手できる唯一の資

源になっていた。下川がその実現にむけて選択した、「お

金がないから、正社員になって、せいぜい2、3年働い

てお金を貯めて、養成所に」といった高校卒業時の進路・

ビジョンは、わずか1年未満で離職せざるをえない状況

のなかで（2節）、大きな修正を余儀なくされた。その

ときに、高卒後フリーター生活を送りながら、声優にな

るために情報を集め、活動をしている竹内の存在は、身

近な「モデル」であった。

　しかしながら、このふたりの関係は本調査時点では、

その厳しい道を励まし支えあいながら一緒に歩いていく

ような関係にはみえなかった31。下川は、自分は声優に

なれるのかという不安、揺れを語るなかで、2回目調査

と本調査での将来展望について、以下のような変化をみ

せている。
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な也る自信がないんです。どんなだみ声でいいのか、とか。（中

諮）もしよければ歳をとっでτもやりたいです、声優』（2003

年10月記録ノ

でいま心配などと、不安なごとぱある？］声優のごとかな。不

安はかかえτもしかたがないけどb（中略♪（5年後10年後

は何しτる？）何もしていないから、希望がだんだ’ん灌れτ

きたんですよね。（中諮）声優にかんしτもちゃんとした踏ん

切りを（つけないとならない♪。y紹005年11，厚記録7

　2回目調査時、彼女は職場を1年弱のうちに3回異動

させられており、人手不足の製造工場での働かされかた

に「体がついていかない」状況のなか、「今、このつら

さを乗り越えれば、声優もつらくても、今のことを思

い出して、こんなつらさ屍でもないって乗り越えられる

から」と前向きだった。しかし、本調査時には、無業状

態が長期化するなかで焦りと諦念とがみられた。そうい

う職場での状況や無業状態（4節でみてきた親子間葛藤

も含め）については下川は竹内に相談している様子はな

かった。

②下川の生活の不安定さ

　「仕事面も、人間関係の面も、ホントぼろぼろだった

んで」と約10ヶ月で離職した惣菜等調理販売会社での

就労は、下川にとって、その後の職業世界を渡っていく

うえでの自信を得られる経験とはならなかった。

お弁当屋ざんのごともあったんで、恐怖κなっτいるんです

よ。〔どんなごとが？）π急遽ごれやっでゴっτなると、対翅

ができないんですよ。テンパるんです。ぞ也で、fi　一一どうし

ようどうしようといっτいるうちに、店長に怒られるんです

よ。（中略♪たとえ経験不遷でも（そう怒られると♪、だんだ

んと（落ち込むク。ぞういうのが佑いんですよね。

　離職後、断続的に短期的な派遣のアルバイトを経験し

たが、その後なかなか仕事が決まらないまま8ヶ月間

無業状態で過ごしていた（2節）。こうした不安定な生

活状況を両親に扶養されて乗りきっていたが、その反面

彼女の生活は、両親に束縛されて窮屈なものになってい

るようだった（4節）。それに加えて、父親の定年退職

にあわせて引っ越しの計画も出ていた（2節）。両親に

頼らざるをえない生活を送る下川にとって、そのことが

近い将来にたいする不安を少なからず与えていた。その

一つは、今住んでいる地元を離れてしまうことによって

夢（声優）の道が遠のいてしまうことである。また、「私、

ひとりっ子なんで、誰にも頼る人がいないんですよ」と

39

話し、将来ひとりで生きていかなくてはならないことに

も不安を覚えている様子であった32。

③情緒的な支えになっている内田の存在

　こうしたなか下川にとって、自分がかかえる困難さや

将来への不安を理解してくれる存在は内田だった。お金

のかかるイベント通いをしなくなった仲間がいるなか、

二人で出かけている。仕事で忙しい内田さんに代わって、

下川が携帯電話のサイトからアニメ声優の出演するゲー

ムのイベントのチケットを予約する。そして下川は両親

にお金を借りてまでして、2ヶ月に一度はイベント通い

をするほどに、趣味の世界をふたりで生きていた。

ネオロマンス（アニメゲームの一ジャンノb）の岸さん（声優）

とか、会いに走ったんだよね。仲略♪朝7時ぐらいに会っτ

（内田と待ち合わせて♪、6峙起きとかで。もう朝からテンショ

ンLk　Of’T。（中諮クでも行きすぎ。金かげすぎだよね一。仕事

しろよっで感じσ

　彼女たちは、高卒後同じ会社に一緒に就職しており、

「バイトのおばちゃん、うるさいとか、嫌だ一、とかい

いますね。下川は下川で大変そうです」（内田）と職場

でのしんどさを聴きあう関係でもあった33。本調査時、

下川が辞めた経緯について語っていたときに、その場に

いた内田は彼女に、「でも辞められるってのがすごい」

と好意的な言葉をかけていた。

　ふたりはお互いの家庭環境・親子関係についてよく理

解している。下川はしばしば内田家を訪れていた。「癒

されないからね、うちにいても。むしろ友だちんところ

にいたほうがいい」。内田の父親が高齢で、母親が重い

病気を患っていること、さらに生活保護世帯ではあるが、

笑いが絶えない家庭であることを下川は語る。他方、内

田も、「（家を）出たいです。もうストレスたまるし」と

いう下川の言葉に、「そう、彩乃（の家）はね」と下川

家の事情を理解している様子だった。ふたりは、下川：「限

りなく一緒にいるだろうな」、内田：「だね」と言い合え

るほどに親密な友人関係を形成していた。下川は、内田

との関係に支えられながら、ストレスフルな日々を乗り

切っている。

2）「ライブ」つながり

　西澤、庄山そして浜野は、高校1年のとき同じクラス

だった。西澤と浜野は6人グループで行動していたが、

庄山は最初のころ、ひとりで教室にいることが多かった

そうだ。そんな庄山を、グループの一人が気にかけ、一
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緒に行動するようになった。そして、申学のころからイ

ンディーズバンドのライブに通っていた西澤34を中心

に、彼女たちの「ライブ」つながりがつくられていった。

庄山がバンド好きだとわかった西澤は、あるバンドのラ

イブに彼女を誘った。それがきっかけとなり庄山はライ

ブ通いにはまりだしたという。そしてその後、彼女たち

二人が当時気に入っていたバンドの歌を、西野は浜野に

聴かせたことをきっかけに、浜野も一緒にライブ通いを

するようになった35。

　高校を卒業して3人は別々の進路に進んだ。その職業

的世界のなかでそれぞれに困難な状況に直面していた36。

3人にとって、「ライブ」という「場」は、日々すり減

らしている心身をリフレッシュし、仕事を乗りきるため

の支えとなる生きがいであるのみならず、「人間恐怖症

になった」（西澤）と口にするほどにひどい就業体験か

ら回復していく「場」になっていた。そして、その「場」

を土台にして、3人のあいだ、そしてとくに庄山と西澤

との関係、浜野と西澤とのあいだに、生きがたさを支え

あう親密性が生まれていた37。

　本調査時、彼女たちはそれぞれに、夢中になって通い

つめていたライブから足が遠のいている。庄山によれば、

西澤と一緒に「全然売れていないバンド」の「最初から

いるファン」になって、「みんなでいることが楽しかった」

が、そのバンドが解散してしまったのだそうだ。さらに

西澤によれば、今のビジュアル系バンドが10代半ばで

「みんな年下」であるため、「萎えて」しまったことも頻

繁には通わなくなった理由だという。また、浜野へのイ

ンタビューでも、ライブについては話題にもならなかっ

た。このように「ライブ」という「場」へのスタンスは

変化したが、3人の関係は、後述するようなライブで知

り合った者ともつながりながら、「場」を離れても維持

されている。

という。「家族ぐるみで仲良くしている」というくらいに、

彼女は西澤家に「お世話になっている」。西澤がいなく

ても家で食事をごちそうになったり、母親からはお菓子

屋のアルバイトの紹介を受けている。彼女もまた、西澤

の妹の髪を染めたりするなどのお返しもしている。困っ

たときに相談できる人はという質問に、彼女は西澤と西

澤の母親の名前を挙げた。精神的にストレスをかかえて、

仕事を休むようになったことで後ろめたさを感じ、それ

をまた非難されることで、何も相談できない関係になっ

ている自分の母親や姉と違い、西澤の母親には相談でき

ると語る。

②西澤菜穂子のケース

②一1　交友関係の変容：浜野との関係

　西澤にとって、浜野は高校1年のとき同じクラスで一

緒に行動していたが、卒業後の関係ほどには仲良くな

かったそうだ。卒業してからお互いの自宅がすぐ近く

だったということもあり、浜野が家に来るようになって

仲良くなりはじめたという。「あたしがいないのにずっ

と家にいてみたりとかして。（中略）朝起きたら、いた

りとか」と浜野が部屋にいることにすっかり慣れた様子

だった。ライブに一緒に出かけていた関係は、お互いに

とって、〈バイト先を探し、一緒に働ける〉資源になっ

ていた。

　看派遣の仕事に一結にいったごとがある。ノ（浜野り

　f浜野が、そこのパチンコ屋で働きぱじめたっていうんで、

私もやっτみるつっτ、でやっτみたんだけどしゴ（西澤）

　f西澤が漫画喫茶で働いでいるカ、ら、ぞごが空ぐカ、ら（求入

を出す♪夜でもどっちでもいいから、そどにいれで。〔一緒の

シフトになれる？］できる。y（浜野）　　　・

西澤はキャバクラなど水商売のことを浜野に話していた。

①浜野美帆のケースー安心できる居場所としての西澤の

家庭

　浜野は、この「ライブ」つながりだけでなく、B高校

時代の女子拳中心にした交友関係（吉川、岸田）を現在

もゆるやかに続けている。しかし、どの者よりも西澤の

存在が彼女にとって大きい。西澤本人だけでなく、西澤

の母親と妹も、浜野にとって支えになっている。休日や

アルバイトをサボっているとき、彼女は自宅ではなく、

西澤家にいることが多いと語っている。そこは、彼女に

とって息苦しさを感じる自宅を離れられる居場所になっ

ている。rうちが家を出たとき、お世話になる家だから。

第二の家」。彼女の言葉ではほぼ毎日西澤と会っている
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晒澤さんはヰヤバクラでバイトしでいなかった？クうんうん、

しでた。いろんなごとやっτいたから覚えでいない。うちの

口からだったらいえない。（浜野）

　また浜野がそういう仕事に関心を示したときに、西澤

は「一時期浜野もお金がなさすぎて、そういう世界にい

こうとしていたことがあって。r友だちだからいうけど、

絶対やめろ』って。『傷つくだけだからやめろ』」と忠告

もしている。このようにふたりは互いに思いあうつきあ

いをしている。
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②一2　交友関係の危うざ：ライブつながりの友人との

関係

　正規雇用での就職先を離職した西澤は、毎月決まった

額の収入がなくなり、自由に使えるお金が無かった時期

に、庄山の知り合いだったライブつながりの友人におごっ

てもらいながら遊んだり、その友人とラブホテルを泊まり

歩いたりする経験をした。その友人の情報・仲介によって、

庄山とともに水商売の世界に足を踏み入れた。そしてこう

した仕事によって、金銭感覚の麻痺と、うつ病にかかるほ

どのストレスフルな職業生活を経験することとなった。

やっぱり親もうすうす気づいτいたと想うんですよね。なん

か、気づいτぼしいという気持ちもあったんだと想うんです

けど。つらすぎτ。

　すべてを親に黙っていることへの良心の呵責と気づい

てほしいという思い。そして、この仕事にたいする負い

目。西澤の家庭はそれほど経済的に困窮していたわけで

はなかった。しかし、ライブという彼女が生き直すきっ

かけになった「場」が、今度はこうした水商売の仕事に

導くきっかけをあたえ、西澤にとって容易には抜け出せ

ない新たな困難さをつくりだしていた。

③庄山真紀のケースー支えあうことの難しざ：西澤との

関係　　　　　　’

　庄山は、西澤とともに上野のクラブで働いたことを

きっかけに、キャバクラなεの水商売を経験していた。

高校卒業時に、学費の工面ができず調理師学校進学がで

きなかったという経済的条件は、本調査時においても

まったく解消されていなかった。卒業後、できるだけ稼

こうとアルバイトを掛け持ちしていたとき、ライブでた

またま知り合い「友だちみたいに」なった女の子と西澤

の二人に「ホントに稼げるからお前来ないか」と水商売

に誘われる。こうしたかたちで〈高い時給で稼げる場を

紹介してもらい、一緒に働く〉機会をこの交友関係から

得たものの、彼女自身はここでの水商売にたいして違和

感をもち続けていた。この仕事をしていたあいだ、日々

の違法労働の「ひどさ」や「やばさ」を西澤と語りあっ

ていたそうだ。肉体的にも精神的にもきつい仕事のなか、

西澤とふたり互いに支えあってやり過ごしてきた。「こ

一の一年間にかんしては、キレイさっぱり消し去りたい過

去ですね」と、その後西澤より早く、彼女のいう「普通」

のアルバイト（前から働いている弁当屋）申心の生活に

戻った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　庄山は、体調の悪い母親との生活を彼女ひとりで支え

41

ている。その苦労と親へ気遣いについて、どれだけ彼女

の胸中を西澤に吐露しているのかは語られていない。し

かしながら、庄山の母親が交通事故に遭ったときに、西

澤は庄山から金銭面の相談を受けたため、水商売を紹介

している。

庄μ1の母親が事故っちゃっで、で、お金力泌要だっτいうから、

0火商売に♪呼んで、ここでしょうがないよっで。で、一緒に

やっτいたんだけどら（西澤）

　しかし庄山は、事故後の法律的な事後処理がうまく進

んでいないことを、誰にも相談できず孤軍奮闘している

様子だった（4節）。庄山を気遣う西澤の支えは、その

後の対処にたいして具体的な解決策を一緒に考え、しか

るべく支援をみつけだすには弱かった。家庭にふりかか

る困難さを彼女は一身に引き受けて生きていたが、こう

した生活状況をなかなか改善していけていなかった38。

3）小括

以上4つのケースから、単純な一般化は避けつつ、得

られた知見を整理しよう。

①フリーター生活を支えあう関係としての地元つながり

イ）〈就業・離職・無業〉をくリ返す職業的移行を支え

る関係性

　高校卒業後3年目となった本調査時においては、不安

定な職業生活を送る若者たちのなかに、正規雇用時の就

労経験がある種のトラウマとなっており、そのことで求

職活動を躊躇する者がいた。また、その後の求職活動の

困難さ（面接で落とされてばかりいる、年齢や実務経験

や資格の有無の条件ではじかれるなど）や、非正規雇用

の就業生活の不安定さのなかで、働くことにたいする自

信をしだいに失いつつある者がいた。そこには、ひどい

働かされかたを経験しているために、自己防衛として慎

重に仕事を探す姿勢や、入って知ることとなった劣悪な

労働条件のなかでふたたび自分が壊れるまで働くことを

拒む意識が少なからず働いている。そして、結果的に短

い期間に仕事を変えざるをえない状況のもと、そのつど

新しい仕事を覚えなくてはならないことや、職場の人間

関係になじむ努力の背後に、ストレスを多くかかえざる

をえない若者がいる。こうした若者たちにとって、地元

つながりの仲間たちは、不安を紛らわしてくれ、愚痴を

聴いてくれ、ときには非正規雇用ながら仕事を紹介しあ

う重要な存在になっていると考えられる。
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ロ）家族生活上の困難ざを支えあう関係性

　長期にわたる不安定な職業的移行は、高校卒業後につ

くり変えられた家族内でのポジションをさらに変容させ

る契機を生む。とりわけ正社員からフリーターへ移行す

る若者において、親子間葛藤に顕著なかたちで、その親

との関係に変容が生じている。正規・非正規という就業

形態の別を問わず、生活保護世帯を含めた経済的困難を

かかえている家族の場合、私たちがみた若者たちは一貫

して、就労期間中家計を支えている。就業・失業・無業

の行き来は、収入の寡多および無収入状態の変動を生じ

させ、家計負担をめぐる苦労を若者たちに与えている。

こうしたフリーター生活の不安定さのなかで、「このま

まではよくない」と経済的「自立」を強く意識しながらも、

将来展望を描く余裕すらなかなかない。こうした見通し

のない生活において、友人が一緒にいてくれる、あるい

はなかなか会えなくても地元でがんばっていることが想

像できるという安心感を、地元つながりのネットワーク

は与えているのではないか。この機能はますます強まっ

ているように思われる。

②地元つながりの関係構造

　職業的移行および家族生活上の困難を支えあう関係と

して彼ら彼女らにとって重要な位置を占める地元つなが

りは、どのような関係構造をもっているのだろうか。こ

れにかんしては今後の調査において、よりていねいな

ネットワーク分析をおこなう必要がある。やや未整理な

部分があるが、本調査分析で浮かびあがった視点を提示

しておく（終章4節も参照）。

イ）ネットワークの変容

　高校卒業後3年間を追っていくと、高校時代のネット

ワークがそのままの性質で維持されてきたわけではない

ことがわかる。本調査において、このネットワークには

以下の三つの変容の様子が確認されている。一つ目は、

〈学校〉という空間から〈地元〉という空間へと若者た

ちの主な生活空間がシフトされたことによる変容であ

る。お互いの自宅が近いということや、同じ目標にむけ

た活動を共有するなど卒業後の生活環境が変わることを

契機に、高校時代はそれほど親しくはなかった者たちど

うしのむすびつきが強くなっていた。二つ目は、〈学校〉

という場で形成されていた関係自体の変容。高校3年間

を学校空間で過ごす若者たちの高校生活は、学校内での

居場所としてそれぞれがもつ私的グループの関係性に多

くの影響を受けている。いいかえれば、このグループ内

のメンバー間での力学が、在学中ははたらいている。し
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かし、学校を舞台にしたこうした力学に影響を受けてい

た関係性は、高校を卒業し、若者たちがその学校という

場を失うことによって変わりうる。本調査時に聞かれた

「（卒業したから）もういいたいことがいえる」という吉

川の言葉には、高校時代の関係が、卒業することをきっ

かけに地元でともに生きていく「市民」としての水平的

な関係性へとあらたにつくりかえられる萌芽がみてとれ

る39。三つ目は、若者たちがこうしたネットワークのな

かに、不安定な生活を支えあっていける親密な関係を（一

対一関係で）つくっていることである。そしてこの関係

は、おそらく学校生活段階ではみえてこなかったような、

家庭生活も含めたポスト学校のお互いの生活状況や経済

的な困難さが、クリアにみえてくることによって、より

深くお互いを理解し受け入れる関係性（家族を含んだ親

密性）となっていった40。

ロ）ネットワークの重層性

　イ）の二点目にかかわって、本調査では、何名かのイ

ンタビューを二人の若者が同席するかたちでおこなっ

ている。かならずしも親友であるとお互いが表明するよ

うな関係でなくても、ゆるやかなネットワーク内にある

若者どうしでインタビューに応じてくれるといったとき

もあった（下川と竹内、浜野と吉川など）。これらのイ

ンタビューを含め分析してみると、一対一の相互に支え

あっている親密な関係がコアになってゆるやかなネット

ワークが形成されているといった単純な図式ではかなら

ずしもなかった。たとえば、浜野にとっては西澤が支え

になっていたが、西澤にとっては庄山が一番困難なとき

に支えてくれた存在として認識されており、庄山も西澤

にもっとも厚い信頼を寄せているといったずれがみられ

た。下川は内田といつまでも一緒だと語り、内田もまた

それに応えるかたちで親友関係を表明していたが、下川

が息苦しさを感じている母親との関係については、実は

同様の葛藤をかかえている若林と会って語り合っている

ということが、若林のインタビューで浮かびあがった
41
Bネットワーク内での若者たちの生きられかたをみて

いくためには、こうした個々の若者の関係にたいする意

味づけが異なっていることに注目しなければならない42。

ハ）ネットワーク機能の危うざ・弱ざ

　浜野が、西澤の家族に支えられるなかで、西澤の母親

からお菓子屋のアルバイトを紹介されるなど、ネット

ワークが職業的移行上のサポートになっている側面がみ

られた。しかし、西澤と庄山のケースにみられるように、

特に女性の場合、「キャバクラ」などの水商売を選択す
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る道もまた容易に開かれてしまう危うさがある。その背

景には、彼女たちのネットワークがもつ「仕事探し」に

かんする資源の貧しさがある。自分がもつ狭いネット

ワークを頼ってアクセスしたこうした仕事が彼女たちの

「まっとうに生きたい」といった欲求とのあいだに深い

葛藤や傷をもたらしてしまい、この就業経験の「物語」

をつくり直すためのしんどい作業を与えてしまっていた。

　庄山の家庭にみられるような困難さは、とうてい若者

自身の自助努力だけで解決できるものではない。しかし、

彼女は親友に精神的に支えられることで、引き受けざる

をえない困難さを背負いながら日々を生きぬいていた。

彼女たちが形成しているネットワークは、こうした自立

以前の根本的な困難さを解決していくための資源・道具

として機能するには脆弱である43。

6．まとめ　～将来展望の変容

　ここでフリーターとして紹介した11名は、厳しい労

働条件や、職場での人間関係づくりの困難に直面しなが

らも、一家の「稼ぎ手」として家計を支えなければなら

ないような家庭の経済的背景から、また自分自身の生活

を成り立たせなければならないことから、ときにはアル

バイトを掛け持ちしたりしながら働きつづけてきた。今

回インタビューに協力してくれた若者は、高卒直後か

らフリーターとなった者のほか、正社員から離脱してブ

リーターとなった者、進学先を出てからフリーターと

なった者がいる。いずれも最初からフリーターを望んで

いたわけではなく、正規雇用就職や進学を困難なものと

させる背景を背負いながら、フリーターへと参入してき

た。このようにフリーターがあらゆる層からこぼれ落ち

た者の受け皿となっていることは、前回調査でもみられ

たことである。

　本調査時、フリーターを続けてきた、または新たにブ

リーターになった者のなかで、資金を貯めて進学した者、

正規雇用で就職した者は一人もいなかった（週1回の声

優・俳優養成所への入所が2名と医療事務資格の取得が

1名のみ）。彼ら彼女らはこの困難な状況のなかで心身

ともに深く傷ついたり、何度も面接に落ちるなどの経験

をしながら、失業・無業をくり返しつつも、いくつもの

仕事をこなしてきた。この多くは彼ら彼女らの予想外の

結果としての離職であった。そのあいだ、高卒時にもっ

ていた地元のネットワークとはまた違った人間的つなが

りが、彼ら彼女らを支えていた面もみられた。一方では、

不安定な働きかたが、親子間葛藤を複雑にするなど親子

関係に少なからず影響し、また相互的な依存または共依
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存的な関係などが、彼ら彼女らの労働への選択を縛りつ

けていた面もみられた。高校を卒業してから数年経ち、

学校という場とのつながりもなくなったということは、

公的なサポートを受ける場をひとつ失ったということ

でもある。労働市場のなかで個人の努力によって「一人

前」になっていくことが課せられている彼ら彼女らの現

状は、家庭のもつ経済的な資本の寡多に大きく拠ってい

る。そのなかで不利な若者たちは、地元での心許ないつ

ながりに頼りながらなんとか不安定な労働市場に留まっ

ているが、そのつながりさえも経済的な資本の少ない者

どうしでの支えあいになっている状況である。また若者

たちのなかには積極的にフリーターの世界を渡り歩いて

いる者たちがみられたが、何かに裏打ちされた評価では

なく、個人的に体感した「自信」を楯にしていた。

　このような働きかたのなかで、彼ら彼女らの将来への

展望はどのように変化していったのだろうか。おおまか

な流れをケースから導きだしてみよう。

　田辺は5年後について「生きてる（笑）。ぜんぜんわ

かんない」と答えるが、前述のように仕事にたいする興

味は強くもつようになった。以前はアルバイトで資金を

貯めて介護専門学校へ進学することも考えていたが、そ

のことについて次のように語る。　　　　　　　．

勉強ばっかクできたっT、仕事ができなかったら意味ないじゃ

ないですか。だから私は仕事のなかでいろいろ勉姦していき

たいなと想って’。学校にいっτ勉強するのも楽しいし、否定

はしないですけど、私はそっちのタイプを選ぶっでいラ。

私はホントに仕事が好きなんだと想うんですけどしだからぜ

んぜん、こ内ひとつで留まる気はなぐて「。

　宮本も5年後については「あまり変わってないか、ガ

ラッと変わってるか、どっちか」と具体的にはみえてい

ない。しかし、その見通しは逃避的なものやあきらめか

らくるものではない。

自分でやっτみτ納得することが多い。なんかかっど悪ぐT

も、やりたいことやク続けττもいいんじゃない？ぞうじゃ

ないと自分の才能を活かしきれないような気がする。

　この2名は数々の仕事を積極的に渡ろうとしている。

労働条件や職場環境はかならずしもいいとはいえない仕

事が多く、離職を重ねつづける働きかたもとても不安定

なものにみえるかもしれない。また彼ら彼女らの職歴で

身につけたものも、専門的知識や技能、資格といったも
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のに裏打ちされたものではなく、「やっていける」といっ

た、それこそ不安定な「自信」である。しかし彼ら彼女

らは、自分自身にとっての労働の意味を感じとり、その

仕事における自分の居場所というものをみいだしている。

　一方、本調査に協力してくれた者のなかで唯一、高卒

後、美容師という「やりたいこと」に正社員として就職

した浜野は次のようにいう。

今は早ぐ主婦になりたいなっで。専業主婦になっでダラダラ

とした生活を送りたい。

社員になっでもいいけど、そごまでやっτも。何かにごだわっ

τるんだよ。ふつう社会入っτ士厨休みでしょ。でもうちぱ

普遍の日に休みたいの。朝超きれないし。

　彼女は、母親の紹介で化粧品の研修に行くなど、メイ

ク業界への夢ももち続けているが、メイク学校の学費支

払いが困難なため、その夢は「30代とか」と先送りし

ている。現在は将来について「何も考えたくない。お金

を用意する余裕もない」と語っており、展望することす

ら困難になっている。そして、自分が働いていたところ

の正社員の過酷な働きかたをみて、正社員への期待も消

え、また何度も何度も職を変えるなかでそのたびに厳し

い状況に追い込まれることから、労働への期待すらもち

続けることが困難となり、逃避的な気持ちから「専業主

婦」願望を語るようになっていた。高卒後からずっと弁

当屋に勤めてきた庄山も、2回目調査時は「とりあえず

私のしたいことはしてる。（料理を）作れるっていう。

別に一から全部作ってるわけじゃないけど、料理を作れ

てるから、それで満足してるから、今の仕事がきつくて

も続けてられると思う」と話していたにもかかわらず、

本調査では将来は「あいかわらずぷらぷらバイトしてる」

「お嫁さんになれたらいいかな」とその展望を変えてい

る。この「専業主婦」願望の強化は、フリーターとして

離職しつづけてきた吉川にも同様にみられた44。

　また、声優という「やりたいこと」を追いながらフリー

ターを続けていた竹内は2回目調査時に予定していた吹

き替えのオーディションが立ち消え、「役者の道をめざ

すにあたって、今自分がどの辺にいるのかもわからない。

そのために何をすべきかもまだわからない」という。

前は声優だけだったけど、今は何かのかたちで、演技とかに

たずさわれたら。もちろんそれを仕事にできたらという部分

は強ぐあるんですけど、でもどっかで趣味でもいいからやれ

たらいいなという、ある程度妥赫している部分もあるし。
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　と声優から役者への道も考えるとともに、それを仕事

とすることから一歩引くことも視野に入れている。5年

後の展望として「たぶん、あんまり変わってないな」と

現在のフリーター生活から脱する見通しももてずにい

る。竹内と一緒に養成所に通う下川は経済的困難から通

学が困難になり休止した。そのうえ仕事もなかなかみ

つからず面接も何度も落ちた。これまでの過程で「疲れ

ちゃって」「肩の荷をおろしすぎ」ている自分自身を「ニー

ト」と称する状況で、将来は舞台に出ることや声優への

夢、ハリウッドでダンスを習うという「はかない夢」を

もちながらも、「このままでいいのかな」「ホントに大丈

夫かな」という不安を抱き、「何もしてないから希望が

だんだん薄れてきた」ともいう。また「ちゃんと踏ん切

りを。5年後10年後ってヤバイじゃないですか」と夢

を「あきらめる」ことも視野に入れている。

　このように彼ら彼女らは予想外の結果としての離職を

くり返すなかで、さまざまに将来展望を変容させ（また

は保持し）ながら生きている。アルバイトを積極的に渡

り歩いていこうとする者たちもいれば、正規雇用就職だ

けではなく働くことへの期待をなくしていくなかで「専

業主婦」願望を強めていく者たちもいる。これまでの夢

をあきらめようと考えはじめた者たちもいれば、岡本の

ようにこれまでの展望どおり一歩ずつ夢へと進んでいく

者もいる。そして竹内のように、独立を機に非正規就労

でも一定の安定を求めようとする者もいる。

　しかしいずれの道をたどるにしても、前述のとおり、

ある一つのアルバイトで「自立」できるだけの収入を得

ることは大変困難であり、現時点では「フリーター」と

いう働きかたは、彼ら彼女らが最低限生活できるだけの

条件を満たしえていない。このような状況において、ブ

リーターに滞留してしまう彼ら彼女らが安定して働き、

生活できるだけの条件整備、とりわけアルバイトの最低

賃金の引き上げ45などの施策が急務である。

　また同時に、庄山や竹内の経験から考えなければなら

ないこともある。彼女らは、離職する理由を上司との人

間関係の困難という私的な関係上のものとして認識して

いた。しかしながらその離職に至る過程において、こう

した個別化・個人化への「抵抗」の萌芽ともみられる行

動をとっている（終章4節も参照）。

　庄山はマネージャーとの関係がこじれ、職場に行けな

い日々が続いたときに、このマネージャーらと話し合い

の場をもった。

最終的にちょっと偉い奴と私の嫌いなマネージャーの三入で

話しτ。全部ごれζれこうでっT，相当に不溝があるっτ話
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してマネージャーのダヌなこと全部言ったんで威よ。仲略♪私

の言っτること、まったぐどいつにも伝わっでないし、茶々入れで

るからこいつにも伝わっτないし。「いやあ僕ぱ庄山さんぱ疲れ

すぎだと想うんだよノっτ（いうカり、おまえらのせいだよって想っ

てbπ働きすぎ）乞灯とか言って「これからどうするノっ丁信わ

れてフ、ρ働ぐ気あるんでソっτ（答えた♪。（彼らぱクπ僕たちも改

善しま勇みたいな。そのときに（庄μ1は）パートざんに負担を

かけないでぐれっτいった。おぱ～ぎんたちだし社員のやるような

仕事押しつけてb仲略♪その時ぱっきク言ったんで弟fまずあ

なたのことが嫌いなんですけどぞ内は置いとい（とクあえず

仕事ができないことが不清なんでヲっτ言っ乙fちゃんと変わる

なら私も変わるんで／っT。

　彼女はマネージャーへの個人的な不満だけを発しただ

けではない。パートへの超過負担など、このマネージャー

の運営的な問題点についても指摘している。しかも職

場の幹部が同席のうえで協議の場をもちえている。しか

しその場ではマネージャー個人の問題として指摘するこ

とまでが限界だった。結果彼女の離職というかたちで終

わっている。

　竹内の場合も、オープニングスタッフで入った弁当屋

のアルバイトを、同期の4名中3名がいっせいに辞めた。

そのときに「本部の人を交えて話し合いになっちゃって、

けっこうおおごとになっちゃって」と、その過程におい

て協議の場をもつことができた。しかしながら彼女も離

職とひう解決方法しかとらざるをえなかった。

　宮本は映画チケットの「もぎり」のアルバイトで、上

司に「たわけもの」と言われたとき、「たわけものじゃ

ありません」と言い返した（3節）。このとき上司はこ

のように言い返す宮本の資質を評価するという、個人的

な問題として収めてしまい、指導体制の問題というとこ

ろにはいき着かなかった。

　もし彼ら彼女らが、労働者の権利を十分に知りえてお

り、また不当な働きかたを告発する術や、それを後押し

する職場内外での人間関係やネットワークをもちえてい

たならば、これらの協議の場は違ったものになっていた

かもしれない。個人的なものとして語られていた問題が

構造的な問題に起因しているという認識のもと、その解

決についても、彼ら彼女ら自身の離職という個人化され

た方法ではなく、非正規・正規雇用どちらも含めた労働

条件・労働環境という構造的な面からの方法が探られる

機会となった可能性も考えられる46。

　本調査は、フリーターが、これまで述べてきたような

働きかたのなかでそれぞれの将来展望を変容させていく

時点におけるものであった。今後彼ら彼女らが、フリー

45

ターという不安定なポジションのままいくつもの非正規

就労を渡り歩くことで自立した生活を形成できるのか、

専業主婦の道に進むことができるのか、夢を追いつづけ

るのかあきらめるのか、非正規就労であってもある仕事

に定着して安定した生活を営めるのか、それともまた別

の展望をみいだすのか、それぞれの道をめざしてどのよ

うに生きぬいていくのかをみていくことが課題となる。
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　　文学報』110－111頁、『18歳の今を生きぬく』

　　147－151頁、短大での経験については本稿第3章

　　4節を参照のこと。

11）　r18歳の今を生きぬく』120－123頁参照。

12）日本経団連は、昨今の若者の短期間での離職、若年

　　失業者の増加について、若者の「職業観・就業意欲

　　の低下」を問題視し、「職業観・就労意識の醸成」

　　を課題として挙げている。（社）日本経済団体連合

　　会「若者の職業観・就労意識の形成・向上のために」

　　2003年。

13）一方、離婚した父親が経営する職場で就労できた吉

　川や、知人のつてで外国で生活できた宮本など、ある

　程度豊かな資源のなかで雇用一離職をくり返す者もい
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　　るが、紙幅の関係上および特に宮本の事情がはっきり

　　しないことから、詳しい検討は今後の課題としたい。

14）ただしこのことは、現状のフリーターの賃金水準そ

　　のものについて、彼ら彼女らが満足している、ある

　　いはそれで十分な暮らしができていることを意味す

　　るわけではない。ひとり暮らしを希望しながらもそ

　　の経済的条件がなく、親などとの葛藤をかかえなが

　　らの同居を余儀なくされていたり、家族らが不慮の

　　事態にあったとき、ただちに経済的困難をかかえて

　　しまう彼ら彼女らの経済的状況については、以下4

　　節などにも詳しく紹介するとおりである。

15）今回の調査において、離職理由に賃金の問題が語ら

　　れていなかった背景に、調査グループ側が事前に作

　　成した調査項目に超過勤務以外の賃金にかんする項

　　目が設定されていなかったことが挙げられる。しか

　　しながら、端的な項目を作らなかったからこそ、彼

　　ら彼女らが離職・失業・無職をくり返すなか、何に

　　こだわっていたのかということがみえてきたことも

　　事実であった。

16）熊沢誠『若者が働くとき一「使い捨てられ」も「燃

　　えつき」もせず』（ミネルヴァ書房、2006年）51頁。

　　熊沢は、若手社員の離職率が高まる要因としての職

　　場の人間関係について述べている。そのなかで、チー

　　ムの業績というノルマを背負い、より上位の職制か

　　ら常に厳しく査定されている、査定担当者たる上司

　　を「中間管理職たる上司」と呼んでおり、この立場

　　にある人間が、チームの目標業績の達成に思うよう

　　に協力できない部下に日々つらく当たることになる

　　のではないかと推測している。

17）　『人文学報』41－42頁参照。

18）スチュアート・タノック（訳　大石徹）r使い捨て

　　られる若者たち』（岩波書店、2006年）34頁参照。

19）栗原弘昭「店舗24時間化や労働条件悪化で人がど

　　んどん辞めている」（r週間エコノミスト』2006年

　　7月25日号）参照。

20）　『人文学報』55－56頁参照。

21）厚生労働省「平成15年度全国母子世帯等調査」によ

　　ると、父母のいる家庭の平均所得は約589万円であ

　　るが、父子家庭の平均所得はその約66％の390万

　　円で、母子家庭は約36％の212万円弱である。

22）山田昌弘rパラサイトシングルの時代』（ちくま新書、

　　1999年）参照。

23）この下川の状況は、山田が描きだした「パラサイト

　　シングル」とは異質なものであると考えられるが、

　　今後の調査もふまえて慎重な検討が必要となろう。
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　　山田昌弘rパラサイトシングルの時代』（前掲）。

24）　『人文学報』49－55頁、および竹石聖子「『地元』

　　で生きる若者たち」（r18歳の今を生きぬく』第10

　　章）参照。

25）なお、この節でとりあげる若者たちはみな女性である

　　ため、ジェンダーバイアスがある。しかしながら、非

　　正規雇用が女性の労働現場で広がっているという若

　　年労働市場の構造的な要因を考慮するならば、ここ

　　でとりあげる4名の女性の生きかたに焦点を当てるの

　　は、一定の意義があると考える。なお、そのようなつ

　　ながりとは別の、新たにアルバイト先などで知り合っ

　　た人たちとの関係性を有している若者もいたが、その

　　うちの一人、田辺については終章注60参照。

26）　『18歳の今を生きぬく』234－239、248－249頁参照。

27）高校時代からの3人組の一人の永原とは、3回目

　　調査時点で、「永原さんとは最近連絡つながってな

　　いけど」と、普段から一緒に行動している様子はう

　　かがえなかった〔2005年11月20日記録〕。

28）私たちのインタビューには、彼女たち2人（下川と

　　竹内）に、高橋を加えた3人で、なるべく調整をつ

　　けてきてくれる。本調査は高橋は都合が悪く欠席し

　　た〔2005年11月20日記録〕。

29）下川〔2003年10月28日11時一12時記録〕、竹

　　内〔2003年10月28日13時一14時記録〕。

30）　「私は（養成所を）辞めたつもりはありません」

　　と復学する意志を彼女は語っている。〔2005年11

　　月20日記録〕。

31）3回目の調査時、インタビュアーの「声優じゃな

　　い道は考えないのか？」という質問に、「ない。ま

　　げることがダメなんです」と、下川は夢をあきらめ

　　ないと答えた。そのときに同席していた竹内は彼女

　　にたいして「でもさ、そこで妥協しなかったらいつ

　　までもなれないままかもよ」と再考を促すことばを

　　口にした。

32）下川のこのような不安要因として、両親と親戚との

　　仲が悪いことも彼女は話している。両親と一緒に彼

　　らの実家のある故郷に身を寄せても、将来的に親戚

　　に頼れないだろうと彼女は感じている。

33）内田〔2004年1月24日記録〕。

34）西澤〔2004年2月26日記録〕。

35）庄山〔2004年7月21日記録〕。

36）　『人文学報』52－55頁、竹石聖子「高校生にとっ

　　て働くということ一高卒後に地元で働く青年たちの

　　生き方」（r発達』第108号、2006年10月、35－）

　　38－39頁参照。
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37）　「西澤さんにも相談したんですけど、もうホント

　　にうつになっちゃったんですよ。そのとき、西澤

　　さんが、（申略）そんなにすることはないんじゃな

　　い？って。（中略）（つきあって4年目）、けっこう

　　長い深いつきあいはしてきたつもりだし、なんでも

　　話すし、なんでも一緒にしてきたし、やっぱ一番の

　　支えかな」（庄山〔2004年7月21日記録〕）、「（就

　　業経験のことを思い出して極度の不安に襲われるこ

　　とが）1、2週間は辞めてからずっと続いてて、（中

　　略）庄山がフリーターなんですよ。だからちょくちょ

　　くうちに遊びに来てくれて」（西澤〔2004年2月

　　26日記録〕）、「（休みの日は）寝てるか、友だちの

　　家にいるか。（中略）やっぱり一緒にいると落ち着く。

　　西澤菜穂子っていう。地元が一緒で。この子の影響

　　で音楽の世界が広がった」（浜野〔2004年2月13

　　日記録〕）。

38）このことにかかわって、インタビュ・一一・・から数ケ月後、彼

　　女はネットオークション上でライブのチケットを購入す

　　るために入金したが、その後その相手と連絡が取れ

　　なくなるという詐欺にあってしまった。その対処に困

　　り、私たち調査メンバーのt入に電話で相談をもちか

　　けた。私たちが「頼ることのできる」存在として彼女

　　のネットワークに位置づきはじめている。

39）浜野は、西澤たちの「ライブ」つながりだけでなく、

　　岸田や吉川を含む高校3年時の4人グループの関係

　　性ももっている。吉川への聴き取りのなかで、浜野

　　との関係が卒業後変わったと次のように語ってい

　　た。rあるとき、浜野にね、ハブかれたの私が。（中

　　略）で、高校辞めたからもうハブかれることもない

　　なって思って、私も今はもういいたいこととかいえ

　　るし」（吉川〔2006年3月8日記録〕）。

40）特に、家庭に「居場所」がない若者にとって、家族

　　ぐるみで支えてもらえることは、共依存的な親子関

　　係の息苦しさ、無業状態やアルバイト経験から生じ

　　る不安感・ストレスを軽減するために有効に機能し

　　ていた。

41）　「私の行動範囲すべて知ってたいのかな。まああ

　　る意味彩乃のお母さんと一緒ですよ。傍若無人なま

　　でのわがまま女」（若林〔2006年3月6日記録〕）。

42）これは、調査方法にかんする私たちの今後の課題で

　　もある。すなわち、複数でインタビューをする場合

　　に、ネットワーク上の彼ら彼女らの関係性が可視化

　　されるメリットがある反面、「語られない内容」（同

　　席する友人がいるゆえに語らない誰かについてのこ

　　となど）が生じるバイアスをどう克服できるか、と

　　いうことである。

43）なんらかの公的機関が、こういった層の若者たちの

　　ネットワークを捕捉しながら支援をしていくための

　　政策が必要になっている。

44）この点にかんして、第5章3節参照。

45）日本におけるパート・アルバイト賃金と正規雇用

　　（フルタイム）賃金との格差は、国際的にみても極

　　端に大きいという。乾彰夫「『フリーター・ニート』

　　概念の問題性」（同編著『不安定を生きる若者たち』

　　第1部第1章、大月書店、2006年）参照。

46）そのようなものとして、首都圏青年ユニオンの実

　　践や新しい生き方基準を作る会著・中西新太郎監

　　修『フツーを生きぬく進路術一17歳編』（青木書店、

　　2005・年）、S．タノック『使い捨てられる若者たち』

　　（前掲）の職場自治の議論が参考になろう。
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